
古紙を配合しています。環境にやさしい植物性
インキを使用しています。☎042−383−1111

（かけ間違いにご注意ください） FAX042−383−0022
「市長へのファクス」ふれあい24発行・小金井市　編集・広報秘書課

〒184-8504　小金井市本町6-6-3
市役所代表

新型コロナ
ワクチン接種

〇市予約システム・コールセンター、●医療機関
医療機関名・会場名 所在地 予約方法 電話

保健センター（集団接種会場） 貫井北町５－１８－１８ 〇 ‐ ０１２０－６６３－３０２
さいとう医院 東町４－２１－１０ ‐ ● ３８０－５５１０
うちやまクリニック 東町４－４３－１５ー１Ｆ 〇 ● ３８２－１７１５
東小金井クリニック 梶野町２－１－２－１Ｆ 〇 ● ０４２２－５６－８６３０
もろほしクリニック 緑町１－６－５３ 〇 ‐ ‐
待山医院 緑町２－１７－１０ ‐ ● ３８４－５４２１
小金井ファミリークリニック 本町１－１３－１３ ‐ ● ３８２－３６３３
浅沼整形外科 本町２－１０－２０ 〇 ● ３８１－２６０６
小松外科胃腸科 本町２－２０－２０ ‐ ● ３８１－３３４６
久我治子クリニック 本町５－９－５ 〇 ● ３８４－３４６１
共立整形外科 本町６－９－３８ ‐ ● ３８３－５１１５
小金井つるかめクリニック 本町６－１４－２８－３Ｆ 〇 ‐ ‐
桜町病院 桜町１－２－２０ 〇 ‐ ‐
竹田内科クリニック 貫井南町５－２０－１３ 〇 ● ３８１－６６２７
※▷自院患者・入院患者・利用者等のみ対象の医療機関＝介護老人保健施設小金井あんず
苑、小金井リハビリテーション病院▷表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています▷
３月２７日時点の情報です。最新情報は市ホームページをご覧ください

i新型コロナウイルス感染症対策小金井市コールセンター（ ０１２０−６６３−
３０２、聴覚に障がいがある方など＝f０４２−３１６−７６６７。土曜・日曜・祝日を含む
午前９時～午後５時）

　新たに生け垣を造成する場合に奨励金を交　新たに生け垣を造成する場合に奨励金を交
付します。令和５年度からさらに要件を緩和付します。令和５年度からさらに要件を緩和
しています。なお、造成の際は、必ず事前にしています。なお、造成の際は、必ず事前に
お問い合わせのうえ申請してください。お問い合わせのうえ申請してください。
ii緑と公園係緑と公園係

生け垣を造成する方に
奨励金を交付

　太陽光発電などの住宅用新エネルギー機器　太陽光発電などの住宅用新エネルギー機器
等を購入し自宅に設置した方に、設置費用を等を購入し自宅に設置した方に、設置費用を
補助します。補助します。
tt令和４年４月１日以降に市内の自宅に自家令和４年４月１日以降に市内の自宅に自家
用として補助対象機器を設置した方※市税等用として補助対象機器を設置した方※市税等
を滞納している方を除くを滞納している方を除く
ii環境係環境係

住宅用新エネルギー機器
等設置費用補助

　保全すべき緑に対して助成金を交付します。令和５年度からさ　保全すべき緑に対して助成金を交付します。令和５年度からさ
らに要件を緩和しています。らに要件を緩和しています。
　高さが８０ｃｍ以上で総延長が５ｍ以上ある生け垣や、幹回りが　高さが８０ｃｍ以上で総延長が５ｍ以上ある生け垣や、幹回りが
１ｍ以上または高さが１０ｍ以上ある樹木等を対象としています。１ｍ以上または高さが１０ｍ以上ある樹木等を対象としています。
mm４月３日〜２８日（消印有効）に、郵送または直接、申請用紙を４月３日〜２８日（消印有効）に、郵送または直接、申請用紙を
緑と公園係（〒１８４−８５０４住所不要）へ緑と公園係（〒１８４−８５０４住所不要）へ

保全緑地への助成

　雨水の積極的な有効利用と節水活動を目的に、雨水貯留施設（雨水タンク等）の　雨水の積極的な有効利用と節水活動を目的に、雨水貯留施設（雨水タンク等）の
設置費用の一部を補助します。なお、一度の申請で２基まで申請できますが、その設置費用の一部を補助します。なお、一度の申請で２基まで申請できますが、その
後、３年間は再申請できません。補助金を利用する方は、購入前にご相談ください。後、３年間は再申請できません。補助金を利用する方は、購入前にご相談ください。
tt市内で所有または使用する建物に設置する方※市税等を滞納している方を除く市内で所有または使用する建物に設置する方※市税等を滞納している方を除く
■補助金額■補助金額貯留施設本体の購入金額の２分の１以内（限度額３万円）貯留施設本体の購入金額の２分の１以内（限度額３万円）
ii環境係環境係

雨水貯留施設設置
費用補助

　二酸化炭素を排出しない電気自動車などの次世代自　二酸化炭素を排出しない電気自動車などの次世代自
動車を新車で購入した方に、購入費用を補助します。動車を新車で購入した方に、購入費用を補助します。
■補助対象車両・金額■補助対象車両・金額電気自動車・プラグインハイブ電気自動車・プラグインハイブ
リット自動車（車両本体価格５００万円未満。初年度登リット自動車（車両本体価格５００万円未満。初年度登
録翌日から１年未満）＝１０万円、燃料電池自動車＝録翌日から１年未満）＝１０万円、燃料電池自動車＝
３０万円※市税等を滞納している方を除く３０万円※市税等を滞納している方を除く
ii環境係環境係

次世代自動車の購入
費用を補助

　みどり豊かなまちづくりのため、さまざまな補助を
行っています。その一部を紹介します。
　各種補助の詳細は、市ホームページや環境政策課で
配布する要綱をご覧ください。
i環境政策課環境係（市役所第二庁舎４階☎０４２−３８７
−９８１７）、緑と公園係（同４階☎０４２−３８７−９８６０）

環境に配慮した取り組み等へ環境に配慮した取り組み等へ
補助を行っています補助を行っています

　５月７日までのオミクロン株対応ワクチンの接種会場は、右
表をご覧ください。
t初回（１・２回目）接種から３か月以上経過した１２歳以上の
方で、オミクロン株対応ワクチン等の接種を受けていない方

令和４年秋開始接種（５月７日まで）

　６５歳以上の高齢者、基礎疾患を有する方（５歳以上）、医療
従事者等への接種を実施します。（令和４年秋開始接種で、オ
ミクロン株対応ワクチン等を接種した方も接種できます）
　詳細は決まり次第、市ホームページや市報でお知らせします。

令和５年春開始接種（５月８日～８月末予定）

市税で築く明るいまち
市税の納付は、便利な口座振替
をご利用ください。

こきんちゃん

ホ ー ム ペ ー ジ　https://www.city.koganei.lg.jp/
モバイル（携帯電話）版　http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。

令和５（2023）年

毎月１・15日発行
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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

１　
は
じ
め
に

　

私
は
選
挙
の
際
に
「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
が
、
彩
る

ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ま
し

た
。
市
政
の
主
役
は
市
民
で
あ

り
、
市
民
と
行
政
が
お
互
い
の
役

割
に
基
づ
き
、
協
力
し
て
、
み
ん

な
で
こ
の
ま
ち
を
良
く
し
て
い
く

と
い
う
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す

る
思
い
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
令

和
５
年
度
は
「
耕
し
て
、
種
を
ま

く
年
」
と
設
定
し
、
市
政
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

２　
市
政
運
営
の
基
本
理
念

【
子
育
て
と
教
育
】

　

本
市
が
地
域
み
ん
な
で
子
育
て

・
子
育
ち
を
応
援
す
る
ま
ち
と
し

て
認
知
さ
れ
、
ま
ち
の
特
徴
と
な

る
よ
う
、
子
育
て
を
す
る
人
が
孤

立
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
居
場
所
を
持
ち
、
妊
娠
前
、

妊
娠
中
、
出
産
後
か
ら
継
続
し
た

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
学
童
期
に
お
い
て
は
、
専

門
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
就
学
相
談

の
充
実
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
等
を
核
と
し
て
、
個
性
や
特
性

を
尊
重
し
、
み
ん
な
を
育
む
教
育

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
福
祉
と
共
生
】

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
の
生

活
を
継
続
で
き
る
地
域
共
生
の
ま

ち
を
目
指
す
た
め
、
更
な
る
地
域

包
括
ケ
ア
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

介
護
者
の
支
援
や
貧
困
対
策
な

ど
、
近
年
顕
在
化
し
て
い
る
課
題

へ
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
に
ぎ
わ
い
】

　

店
舗
・
商
店
街
や
公
園
、
公
共

施
設
な
ど
を
拠
点
と
し
、
に
ぎ
わ

い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
人
や
関
係
団
体
が
出
会
い
、

つ
な
が
り
、
活
気
や
楽
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
東
小
金
井
エ
リ
ア
を
中
心
と

し
た
創
業
・
起
業
支
援
や
、
中
間

支
援
の
機
能
は
、
市
の
に
ぎ
わ
い

を
生
み
出
す
原
動
力
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
市
の
地
域
資
源
で
あ
る

人
々
を
つ
な
げ
、
よ
り
大
き
な
市

の
魅
力
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

【
多
様
性
】

　

私
は
、
多
様
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
大
切
に
、
違
い
を
力
に
変

え
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
そ
の
理
解

の
促
進
、
推
進
を
政
策
の
基
本
的

な
姿
勢
と
し
ま
す
。
市
組
織
に
お

い
て
は
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
を
拡
大
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
し
ま
す
。

３　
４
つ
の
重
要
課
題

【�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
物
価
高
騰
対
策
】

　

市
で
は
、
国
や
東
京
都
の
感
染

症
対
策
で
は
行
き
渡
ら
な
い
部
分

に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
国
や
東
京
都
の
財
政
支
援

や
市
独
自
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
引
き
続
き
経
済
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

【�

保
育
の
質
の
向
上
と
市
立
保
育

園
の
在
り
方
の
検
討
】

　

私
は
、
市
全
体
の
保
育
の
質
を

高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。令
和
５
年
度
は「
小

金
井
市
立
保
育
園
の
在
り
方
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
保
護
者
を

始
め
広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
集
中
的
な
対
話
と

議
論
に
よ
っ
て
、
市
立
保
育
園
の

役
割
と
在
り
方
の
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【�

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
建
設
事
業
】

　

新
庁
舎
建
設
は
、
第
二
庁
舎
の

賃
貸
借
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
を
担
う
施

設
、
市
民
の
貴
重
な
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
の
防
災
拠
点
と
し
て

首
都
直
下
型
地
震
等
に
備
え
、
一

刻
も
早
く
実
現
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
に
つ

い
て
も
、
地
域
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
早
急
に
着
工
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
設
計
で
進
め
る
こ

と
を
基
本
に
、
市
民
お
よ
び
議
会

の
皆
様
に
対
し
、
設
計
内
容
や
財

政
の
見
通
し
の
ご
説
明
に
努
め
、

事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

【
優
先
整
備
路
線
】

　

優
先
整
備
路
線
で
あ
る
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・
１
号
線
お
よ
び

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11
号
線

に
つ
い
て
は
、
施
行
者
で
あ
る
東

京
都
に
対
し
事
業
化
の
中
止
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、

今
後
も
、
は
け
と
野
川
を
守
り
、

豊
か
な
暮
ら
し
や
文
化
を
後
世
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

４　
令
和
５
年
度
予
算
の
概
要

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、
第
５
次

基
本
構
想
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

質
の
改
革
」
に
取
り
組
み
、
ま
ち

へ
の
誇
り
と
愛
着
（
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
）
を
醸
成
し
、
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
方

針
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、
一
般
会

計
486
億
４
千
500
万
円
で
、
前
年
度

対
比
19
億
５
千
700
万
円
、
４
・
２

％
の
増
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
は

744
億
３
千
37
万
４
千
円
で
、
前
年

度
対
比
29
億
９
千
347
万
４
千
円
、

４
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

５　
基
本
構
想
６
政
策
別

の
主
要
施
策

【�

自
然
と
都
市
が
調
和
し
た
人
に

優
し
い
ま
ち
】

　

み
ん
な
で
み
ど
り
を
育
ん
で
い

く
た
め
、
子
ど
も
環
境
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
森
林
教
育
の
環
境
啓
発

事
業
を
行
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

を
図
る
た
め
、
電
気
自
動
車
な
ど

の
次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
に

向
け
た
補
助
金
交
付
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
大
半
の
住
宅
が
新
築
時

に
雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
築
年
数
が
あ
る
住
宅
に
つ

い
て
も
さ
ら
な
る
普
及
を
図
る
た

め
、
助
成
制
度
の
広
報
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
野
川
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
主
に
燃
や
さ

な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
な
ど
を
積

み
替
え
た
後
、
民
間
施
設
に
搬
出

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
運
営
協
議

会
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
円

滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。野
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
再
生
可
能
な
家
具
類
に
補
修
等

を
施
し
た
う
え
で
、
市
民
へ
無
償

譲
渡
す
る
リ
ユ
ー
ス
事
業
「
ゆ
づ

る
輪
」
の
試
行
実
施
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
運
用

内
容
を
検
証
し
「
ゆ
づ
る
輪
」
の

本
格
実
施
に
向
け
て
事
業
構
築
を

進
め
ま
す
。

　

資
源
物
処
理
施
設
の
建
築
工
事

に
着
手
し
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
下
、
令
和
６
年
度

中
の
本
格
稼
働
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

続
い
て
、
都
市
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
で
す
。
武
蔵
小
金
井
駅
北

口
駅
前
は
、
再
開
発
準
備
組
合
に

お
い
て
事
業
計
画
の
素
案
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等

の
都
市
計
画
の
手
続
に
向
け
、
関

係
機
関
等
と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
地
元
権
利
者
ら
と

一
緒
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推

進
し
て
い
け
る
よ
う
、
調
整
等
を

適
切
に
進
め
ま
す
。
東
小
金
井
駅

北
口
は
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備

や
駅
前
に
あ
る
宅
地
の
造
成
が
進

み
、
ま
ち
の
形
が
見
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
土
地
区
画
整

理
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
、
居
住
支
援
に
係
る
不
動
産
関

係
団
体
等
と
の
更
な
る
連
携
体
制

と
し
て
、
居
住
支
援
相
談
窓
口
を

拡
充
し
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に

対
す
る
相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

　

ま
た
、
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
商

店
街
の
ム
サ
コ
通
り
お
よ
び
新
庁

舎
予
定
地
に
接
す
る
緑
中
央
通
り

の
無
電
柱
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
Ｃ
ｏ
Ｃ

ｏ
バ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
２
路
線
の
ル
ー
ト
お
よ

び
運
賃
体
系
を
変
更
し
、
再
編
後

の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
誰
も
が

円
滑
に
移
動
で
き
、
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
構
築
を
め
ざ
す
た
め

の
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

【�

安
心
し
て
過
ご
せ
る
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
】

　

本
市
で
は
、「
災
害
に
強
い
小

金
井
市
の
実
現
」
を
図
る
た
め
、

消
防
団
の
充
実
強
化
お
よ
び
共
助

の
主
軸
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の

さ
ら
な
る
防
災
力
向
上
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
対
す
る
充
実
強
化
策

と
し
て
、
出
動
報
酬
の
１
日
相
当

額
の
新
設
、
準
中
型
自
動
車
免
許

取
得
費
用
の
助
成
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線

機
の
更
新
等
を
行
い
ま
す
。
消
防

団
員
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
は
、

新
規
組
織
の
結
成
や
既
存
組
織
の

充
実
を
推
進
し
、
補
助
金
を
始
め

資
機
材
の
貸
与
や
防
災
倉
庫
の
設

置
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災

に
関
す
る
講
習
会
な
ど
、
情
報
提

供
を
随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
小
中
学
校
に
、
１
校
に
つ
き
10

基
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

を
め
ざ
し
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
小
中
学
校
２
校
の
設
置
工
事

を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練
や
水
防
訓
練
等

の
各
種
訓
練
の
実
施
、
災
害
対
策

に
関
す
る
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
市
民
の
方
々
の
防
災

意
識
の
高
揚
、
防
災
行
動
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

本
市
の
特
徴
と
な
る
数
多
く
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
、
観
光
ま
ち
お
こ

し
協
会
、
農
業
振
興
連
合
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
多
様
な

主
体
が
生
み
出
す
機
会
づ
く
り
へ

の
支
援
を
通
し
て
、
本
市
の
魅
力

に
触
れ
ら
れ
る
体
験
型
・
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
多
く
の

人
が
楽
し
む
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

【�

心
豊
か
に
の
び
の
び
と
子
ど
も

が
育
つ
ま
ち
】

　

子
ど
も
施
策
の
策
定
に
対
し
、

子
ど
も
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

次
期
「
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
プ
ラ
ン
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小
金
井
」
の
改
定
に
併
せ
検
討
を

行
い
ま
す
。
子
ど
も
の
権
利
を
広

く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
相
談
室
の

周
知
と
と
も
に
普
及
啓
発
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
・
住
民
に

根
ざ
し
た
創
造
的
な
子
ど
も
施
策

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
の

相
互
の
施
策
交
流
等
を
目
的
と
し

た
「
地
方
自
治
と
子
ど
も
施
策
」

全
国
自
治
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

２
３
を
本
市
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

自
治
体
は
す
べ
て
の
妊
産
婦
、

子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
一
体
的

に
相
談
支
援
を
行
う
機
能
を
有
す

る
機
関
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
、
東
京
都
の
動

向
や
他
自
治
体
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
妊
娠
中
か
ら
子
育
て
家
庭
に

寄
り
添
い
、
面
談
や
継
続
的
な
情

報
発
信
を
行
っ
て
必
要
な
支
援
に

つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
伴
走
型
相
談
支
援

の
拡
充
と
と
も
に
、
出
産
育
児
関

連
用
品
の
購
入
費
助
成
を
図
る
経

済
的
な
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
高

校
生
等
の
医
療
費
助
成
を
開
始

し
、
同
年
10
月
か
ら
は
中
学
生
お

よ
び
高
校
生
等
の
医
療
費
助
成
に

係
る
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
小
学
校
で
11

教
室
、
中
学
校
で
４
教
室
の
学
級

を
増
設
す
る
見
込
み
で
す
。
小
中

学
校
に
お
け
る
施
設
の
老
朽
化
対

策
お
よ
び
学
級
数
の
増
加
へ
の
対

応
を
適
切
に
行
う
た
め
、
第
一
小

学
校
に
お
け
る
校
舎
建
て
替
え
の

基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
、
緑

小
学
校
に
お
け
る
校
舎
増
築
の
実

施
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
東
小

学
校
に
お
い
て
は
、
校
舎
の
増
設

を
実
施
し
ま
す
。
増
加
教
室
に
Ｇ

Ｈ
Ｐ
方
式
の
エ
ア
コ
ン
機
器
を
設

置
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
進
め
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
の
運
営
・
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
全
入
維
持
を
堅
持

し
つ
つ
、
令
和
５
年
度
に
民
間
事

業
者
を
公
募
し
、
利
用
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
小
学
校
区
を
中
心
に

学
童
保
育
所
の
大
規
模
化
へ
の
対

応
を
図
り
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
等
が
中
心
と
な

り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
放
課
後
子
ど
も

サ
ポ
ー
タ
ー
が
事
業
の
担
い
手
と

な
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

生
き
る
力
や
創
造
的
な
課
題
発

見
に
つ
な
が
る
力
を
育
む
教
育
を

め
ざ
し
、
小
金
井
市
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
踏
ま
え
た
環
境
学
習
や

体
験
学
習
の
面
で
、
新
た
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
浅
川
清
流
環
境
組
合
の
可
燃

ご
み
処
理
施
設
へ
の
バ
ス
見
学
事

業
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

子
ど
も
た
ち
の
具
体
的
行
動
、
ハ

チ
ド
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
作
成
お
よ
び

小
学
校
６
年
生
の
林
間
学
校
中

に
、
森
林
体
験
事
業
と
し
て
行
う

生
態
系
学
習
や
間
伐
体
験
等
を
展

開
し
ま
す
。

【�

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
】

　

文
化
芸
術
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
の
機
会
の
充
実
の
た
め
、
小

金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
お
よ
び

は
け
の
森
美
術
館
の
活
用
に
よ

り
、
市
民
が
日
常
的
に
芸
術
文
化

を
楽
し
み
、
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

人
権
・
平
和
・
男
女
共
同
参
画

の
尊
重
に
つ
い
て
、
世
代
継
承
と

啓
発
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
開
始
に
伴
い
、
申
請

者
の
利
便
性
の
充
実
を
図
る
た

め
、
受
理
証
明
書
の
活
用
に
関
し

て
東
京
都
と
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
後
も
活
用
可
能
事
業

が
拡
大
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動

を
一
緒
に
進
め
て
い
く
小
金
井
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に

市
内
全
小
中
学
校
で
活
動
が
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
事
業
で

は
、
地
域
と
学
校
、
行
政
と
の
連

携
お
よ
び
活
動
を
支
え
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
協
力
が
重
要
で
す
。
各
学
校
の

特
色
・
地
域
性
を
い
か
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
を
見
据
え
て
、
地
域
の
方
等

に
よ
る
部
活
動
指
導
員
の
拡
充
を

進
め
ま
す
。

　

小
金
井
桜
が
、
令
和
６
年
に
名

勝
指
定
100
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
令
和
６
年
度
に
、
節
目
の
年

を
彩
る
記
念
事
業
「
名
勝
小
金
井

（
サ
ク
ラ
）
名
勝
指
定
100
周
年
記

念
事
業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
多
く
の
市

民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
実
行

委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
東
京
２
０
２

０
大
会
の
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
東

京
都
主
催
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
実
施
に
協
力
・
連
携
す
る
ほ

か
、
現
在
策
定
中
の
第
２
次
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

【�

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
】

　

「
地
域
住
民
の
相
談
を
包
括
的

に
受
け
止
め
る
場
」
の
整
備
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
包
括
化
推
進

員
を
段
階
的
に
増
員
し
、
令
和
６

年
度
ま
で
に
計
４
人
を
配
置
す
る

予
定
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
保
健
福
祉
総

合
計
画
策
定
に
当
た
り
、
学
識
経

験
者
、
福
祉
関
係
者
お
よ
び
公
募

市
民
の
方
と
と
も
に
計
画
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
自
殺
対
策
計
画
に

つ
い
て
も
、
市
民
意
向
調
査
を
実

施
し
、
市
民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を

守
り
、
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
第
２
次
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

他
制
度
で
助
成
の
対
象
と
な
ら

な
い
加
齢
に
伴
う
中
等
度
難
聴
者

に
対
し
て
、
補
聴
器
の
購
入
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
新
た

な
介
護
予
防
教
室
の
開
催
等
、
多

様
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
自
ら
が
選
び
、
介
護

予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
８
月
に
市
内
４
か
所

目
と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
地
域
交
流

ス
ペ
ー
ス
・
子
育
て
支
援
に
資
す

る
機
能
を
併
設
し
た
形
で
開
設
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根

ざ
し
た
高
齢
福
祉
の
拠
点
と
し

て
、活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
保
健
・
医
療
体
制
の
充

実
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
口
腔

機
能
を
維
持
し
、
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
高
齢
者
歯
科
健
診
に
つ

い
て
、
対
象
者
を
拡
大
し
、
75
歳

・
80
歳
に
加
え
て
70
歳
も
対
象
と

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
「
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
連
携
推
進
協
議
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
て
い
る
児
童
等
そ
の
他

の
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療

を
要
す
る
状
態
に
あ
る
児
童
等
と

そ
の
家
族
が
適
切
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て

安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
か

ら
は
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
、
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

【�

開
か
れ
た
市
政
で
誰
も
が
信
頼

し
合
え
る
ま
ち
】

　

令
和
５
年
度
は
、
行
政
側
か
ら

み
た
地
域
・
行
政
課
題
の
解
決
を

図
る
行
政
提
案
型
（
テ
ー
マ
設
定

型
）
協
働
事
業
提
案
制
度
を
創
設

し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
次
人
材
育
成
基
本

方
針
に
基
づ
く
人
材
育
成
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
浸
透
を
継

続
し
て
進
め
、
市
民
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入

に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
発
信
や
、

全
戸
配
布
さ
れ
る
市
報
を
読
み
や

す
く
、
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
紙

面
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
う
な

ど
、
各
種
情
報
発
信
手
段
の
特
徴

を
最
大
限
に
い
か
し
た
、
効
果
的

・
効
率
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転
換
と

多
様
な
主
体
に
よ
る
市
民
福
祉
の

増
進
の
実
現
の
た
め
、「
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
公
民
連
携
・
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
」「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」

を
重
点
取
組
と
し
た
、
行
財
政
改

革
２
０
２
５
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
全
庁
を
挙
げ
重
点
取
組
を
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政

評
価
を
活
用
し
、
職
員
自
ら
改
善

・
改
革
に
取
り
組
む
風
土
を
醸
成

し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
誰
に

も
分
か
り
や
す
い
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
財
政
規
律

等
を
定
め
た
（
仮
称
）
小
金
井
市

財
政
規
律
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
ま
す
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
取
り
ま
と
め
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
公
共
施
設
等
の

在
り
方
に
係
る
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
こ
の
方
針

に
基
づ
き
、
公
共
施
設
や
資
産
の

最
適
化
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
新

庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

設
に
合
わ
せ
、
跡
地
等
の
効
果
的

な
活
用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、「
ス
マ
ー
ト
自
治
体

へ
の
転
換
」「
多
様
な
主
体
に
よ

る
市
民
の
福
祉
の
増
進
」
の
実
現

に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
な
が
ら
業
務
の
効
率
化
を
進

め
ま
す
。
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の

最
適
化
に
よ
り
、
企
画
立
案
業
務

や
市
民
対
応
に
一
層
注
力
す
る
な

ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持

・
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

６　
む
す
び
に

　

浅
川
清
流
環
境
組
合
の
可
燃
ご

み
処
理
施
設
は
稼
働
開
始
４
年
目

を
迎
え
ま
す
。
施
設
周
辺
に
お
住

ま
い
の
方
を
始
め
と
し
た
日
野
市

民
の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
本
市
に
与
え

ら
れ
た
役
割
と
責
任
を
誠
実
に
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
運
営
に
お
い
て
、
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

日
の
出
町
の
皆
様
に
も
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
清
掃
関
連
施
設

周
辺
に
お
住
い
の
皆
様
に
も
多
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
へ
の
対

応
に
係
る
取
り
組
み
に
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

訪
問
看
護
師
連
絡
会
等
の
皆
様

に
、
大
変
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
、
市
民
生
活
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
消
防

団
、
民
生
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
様

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
政
の
主
役
は
市
民
で
あ
り
、

市
民
、事
業
者
、教
育
関
係
機
関
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
団
体
お
よ
び

行
政
が
連
携
、
協
働
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
多
様
化
す
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
は
、
参
加
と
協
働

を
市
政
運
営
の
基
礎
に
据
え
、
市

民
一
人
一
人
が
地
域
に
関
心
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
参

加
す
る
機
会
を
積
極
的
に
創
出

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
活
動

や
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
市
民
の
方
々
を
増
や
す
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
よ

り
よ
い
協
働
の
形
を
試
行
錯
誤
す

る
こ
と
や
、
地
域
に
飛
び
出
し
て

み
る
こ
と
な
ど
、
職
員
が
新
し
い

取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
と
一
緒
に
新
し
い
小
金
井

市
を
め
ざ
し
て
歩
む
決
意
を
改
め

て
表
明
い
た
し
ま
す
。

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・4・13
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委
員
募
集

【�

①
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
】

　

同
会
を
新
た
に
設
置
し
、
地
域

公
共
交
通
計
画
の
作
成
お
よ
び
実

施
等
に
関
し
、
検
討
・
協
議
し
ま

す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
方

s
５
人
（
選
考
）

■
任
期
６
月
１
日
〜
令
和
７
年
３

月
３１
日

m
４
月
１４
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
小
論
文
（
８００
字
以
内
・
課
題

＝
「
市
内
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」）・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

交
通
対
策
課
交
通
対
策
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
５
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

５
０
f
０４２

−

３８６

−

２
６
１
９
）
へ

【�

②
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
（
追
加
募
集
）】

　

同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
活
動
に

関
し
て
検
討
・
審
議
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
で
、
令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
１８
歳
以
上
の
方

s
１
人
（
選
考
）

■
任
期
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

m
４
月
１４
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
小

論
文
（
８００
字
以
内
・
課
題
＝
「
小

金
井
市
に
お
け
る
子
育
て
と
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
」）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
１８４

−

０

０
１
５
貫
井
北
町
５

−

１８

−

１８
☎

０４２

−

３２１

−

３
１
６
１
f
０４２

−

３２１

−

３
１
９
０
）
へ

【
③
児
童
館
運
営
審
議
会
】

　

児
童
館
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
答
申
・
建
議
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
方

s
３
人
（
選
考
）

■
任
期
７
月
１
日
〜
令
和
７
年
６

月
３０
日

■
申
込
用
紙
配
布
場
所
児
童
青
少

年
課（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）、

各
児
童
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

m
４
月
２１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
込
用
紙
に
小
論
文
（
８００
字

以
内
・
課
題
＝
「
児
童
館
に
求
め

ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
」）・
必
要

事
項
を
明
記
し
、
児
童
青
少
年
課

児
童
青
少
年
係
（
〒
１８４

−

８
５
０

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
７
f
０４２

−

３８３

−

６
５
７
７
）
へ

【
④
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

　
実
行
委
員
会
】

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た

め
、
講
演
会
等
の
企
画
・
運
営
す

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
令

和
５
年
４
月
１
日
現
在
１８
歳
以
上

の
方

s
１０
人
（
多
数
抽
選
）

■
任
期
４
月
〜
令
和
６
年
３
月

（
１０
回
程
度
開
催
）

e
謝
礼
お
よ
び
保
育
あ
り
（
１
歳

以
上
の
未
就
学
児
）

m
４
月
１０
日
〜
２４
日（
必
着
）に
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
し
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住

所
不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
５
３
f
０４２

−

３８７

−

１
２
２
４
as0

1
0
3
0
3
@
ko
ga 

nei-shi.jp

）
へ

―
―
◇
①
〜
③
共
通
◇
―
―

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

e
▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基
準

・
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

市
長
へ
の
手
紙

−

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

　

皆
さ
ん
が
市
政
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
望
み
、
ど
の
よ
う

な
意
見
を
お
持
ち
な
の
か
を
お
尋

ね
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
送
付
し
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
市
政
運
営
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
こ
た

え
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

t
令
和
５
年
３
月
１
日
現
在
１８
歳

以
上
で
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
２
千
人

■
回
答
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
郵
送

i
広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
☎
０４２

−
３８７

−

９
８
１
８
）、
企
画
政
策
課

企
画
政
策
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

０
０
）

令
和
５
年
度
実
施
協
働
事
業

提
案
制
度
の
提
案
を
募
集

　

市
と
一
緒
に
行
い
た
い
事
業
の

提
案
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
募

集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
事
前
相
談
期
間
４
月
３
日（
月
）

〜
２７
日
（
木
）

■
提
案
書
提
出
期
間
４
月
３
日

（
月
）
〜
５
月
１０
日
（
水
）

■
応
募
で
き
る
団
体
市
内
に
活
動

拠
点
を
持
つ
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
た
市
民
活
動
団
体
等

■
対
象
事
業
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
実
施
す
る
公
共
的
な
課
題
を
解

決
す
る
事
業
（
市
の
補
助
は
５０
万

円
ま
で
希
望
で
き
ま
す
）

■
事
業
の
種
類
▽
市
民
提
案
型
＝

団
体
等
が
自
由
な
発
想
力
を
活
か

し
て
公
共
的
課
題
を
設
定
し
、
そ

の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
市
と
と

も
に
実
施
す
る
提
案
事
業
▽
行
政

提
案
型
＝
あ
ら
か
じ
め
市
が
公
共

的
課
題
を
設
定
し
、
そ
の
課
題
解

決
の
た
め
に
、
市
と
と
も
に
実
施

す
る
提
案
事
業
。
令
和
５
年
度
の

公
共
的
課
題
は
小
金
井
市
歌
の
普

及
と
な
り
ま
す

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
名　称 と　き ところ 内　容 問合先

公民館運営審議
会

４月１２日（水）
１０：００～

市役所第二庁舎
８階８０１会議室 公民館事業について　ほか 公民館本館

（☎０４２－３８３－１１８４）
社会教育委員の
会議

４月１７日（月）
９：３０〜

市役所第二庁舎
８階８０１会議室 社会教育活動について　ほか 生涯学習課生涯学習係

（☎０４２－３８７－９８７９）

公民館企画実行
委員の会議

毎月原則
第１火曜日
１０：００〜

公民館各館 公民館事業の企画・運営につ
いて　ほか

公民館本館
（☎０４２－３８３－１１８４）

※感染症拡大防止のため、傍聴については事前にお問い合わせください

ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
の
休
日
窓
口

　

今
年
度
の
委
員
募
集
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
時
期

等
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
時
期

等
が
未
定
の
た
め
掲
載
し
て
い

な
い
審
議
会
・
施
策
等
が
あ
り

ま
す
が
、
委
員
を
募
集
す
る
審

議
会
等
や
意
見
を
募
集
す
る
施

策
等
が
あ
る
場
合
は
、
別
途
市

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

審
議
会
・
施
策
の
内
容
等

は
、
直
接
、
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
０
０
）

■
開
設
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係（
2
日
の
み
）、

納
税
課
（
2
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は
16
日
の

み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

０４２
−

３８７

−

９
８
２
６
）、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

０４２

−

３８３

−

１
１
１
１
）

■
審
査
方
法
書
類
審
査
、
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査

■
募
集
要
項
配
布
場
所
等
４
月
３

日
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）、
市

民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

e
事
前
相
談
が
必
須
の
た
め
、
初

め
に
市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準

備
室
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

i
事
前
相
談
に
つ
い
て
＝
市
民
協

働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
☎
０４２

−

３８５

−

７
７
６
７
）、
制
度
に
つ

い
て
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文

化
推
進
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
２

３
）

令
和
５
年
度
市
民
公
募
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
る
審
議
会
・
施
策
等

審議会等委員の公募予定一覧

審議会等名称 公募予定
人数

公募予定
時期 担当課・問合先

（仮称）若者討議会（新設） １５人 ７月 企画政策課（☎０４２ー３８７ー９８００）
男女平等推進審議会 ５人 １０月 企画政策課（☎０４２ー３８７ー９８５３）
情報公開・個人情報保
護審議会 ５人 ７月 総務課（☎０４２ー３８７ー９９２６）

空家等対策協議会 ２人 ５月 地域安全課（☎０４２ー３８７ー９８０６）
安全・安心まちづくり
協議会 ７人 １２月 地域安全課（☎０４２ー３８７ー９８０６）

環境審議会 ３人 １２月 環境政策課（☎０４２ー３８７ー９８１７）
指定管理者評価委員会
（新設） ３人 １２月 環境政策課（☎０４２ー３８７ー９８６０）

児童発達支援センター
運営協議会 ３人 令和６年

２月 自立生活支援課（☎０４２ー３８７ー９８４８）

地域自立支援協議会 １人 令和６年
３月 自立生活支援課（☎０４２ー３８７ー９８４８）

子ども・子育て会議 ５人 ６月 子育て支援課（☎０４２ー３８７ー９８３６）
市立保育園の在り方検
討委員会（新設） ３人 ５月 保育課（☎０４２ー３８７ー９８４６）

児童館運営審議会 ３人 ４月 児童青少年課（☎０４２ー３８７ー９８４７）
地域公共交通活性化協
議会（新設） ９人 ４月 交通対策課（☎０４２ー３８７ー９８５０）

奨学資金運営委員会 ３人 ５月 庶務課（☎０４２ー３８７ー９８７２）
小金井第三小学校運営
協議会 ２人 令和６年

３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

小金井第四小学校運営
協議会 ２人 令和６年

３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

東小学校運営協議会 ２人 令和６年
３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

緑小学校運営協議会 ２人 令和６年
３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

南小学校運営協議会 ２人 令和６年
３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

小金井第一中学校運営
協議会 ２人 令和６年

３月 指導室（☎０４２ー３８７ー９８７７）

社会教育委員の会議 ３人 ５月 生涯学習課（☎０４２ー３８７ー９８７９）
スポーツ推進審議会 １人 １１月 生涯学習課（☎０４２ー３８６ー２４６２）
図書館協議会 ３人 ５月 図書館（☎０４２ー３８３ー１１３８）
公民館運営審議会 １０人 ６～７月 公民館（☎０４２ー３８３ー１１８４）

パブリックコメント実施予定の施策等一覧

施策等の名称 意見募集
予定時期 担当課・問合先

第３期データヘルス計画、第４期
特定健康診査実施計画

令和６年
２月 保険年金課（☎０４２ー３８７ー９８３２）

保健福祉総合計画 １１月 地域福祉課（☎０４２ー３８７ー９９１５）
障害者計画、障害福祉計画（保健
福祉総合計画の一環として実施） １１月 自立生活支援課（☎０４２ー３８７ー９８４８）

（仮称）小金井市立保育園の役割
と在り方

令和６年
３月 保育課（☎０４２ー３８７ー９８４６）

お
知
ら
せ

in
fo
rm
a
tio
n

※表中、（新設）は、３月２７日現在、市議会にて審議中です

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・4・1 4

４月  ○は休日窓口開設日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
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１０
月
に
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
な
ど
で
開
催
す
る
「
こ
が
ね

い
市
民
文
化
祭
」
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
説

明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

d
４
月
２５
日
（
火
）
午
後
２
時
か

らb
公
民
館
貫
井
北
分
館

s
１０
人
程
度

m
当
日
直
接
会
場
へ

i
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推

進
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
２
３
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
は
、
一
生
に
一
度
の
犬

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
（
原
則
４

〜
６
月
）
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
獣
医
師
会
と
合
同
で
登
録
・

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

d
b
n
左
表
の
と
お
り
（
雨
天
実

施
）

区　分 登録料 注射料 注済票 計
登録済み
の犬 − ３,２００円 ５５０円 ３,７５０円

未登録
の犬 ３,０００円 ３,２００円 ５５０円 ６,７５０円

１０：００〜
１１：００

１４：００〜
１５：００

４／１８（火）公民館貫井南分館
上水公園運動
施設

　／１９（水）市杵島神社 小金井神社

　／２０（木）栗山公園 市役所本庁舎
駐車場

※登録はマイクロチップ未装着の犬に限ります

e
▽
犬
の
身
体
を
清
潔
に
し
て
お

連
れ
く
だ
さ
い
▽
犬
に
病
気
・
妊

娠
等
が
あ
る
場
合
は
、
注
射
の
前

に
獣
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

▽
丈
夫
な
引
き
綱
を
使
用
し
、
首

輪
は
し
っ
か
り
留
め
て
く
だ
さ
い

▽
犬
の
ふ
ん
を
始
末
す
る
用
具
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
▽
す
で
に
犬
の

登
録
が
済
ん
で
い
る
方
へ
は
、
狂

犬
病
予
防
注
射
の
案
内
を
３
月
下

旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

i
健
康
課
健
康
係
（
☎
０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
店
で
の
取
引
や
、
医
院
等
で

の
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、

２
年
ご
と
の
検
査
が
必
要
で
す
。

　

令
和
３
年
度
定
期
検
査
を
受
け

た
方
は
、
郵
送
し
た
往
復
は
が
き

を
期
限
内
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

令
和
３
年
４
月
以
降
に
新
た
に

開
業
等
で
は
か
り
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
は
、
４
月
１４
日
ま

で
に
、
経
済
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
検
査
方
法
検
査
員
が
検
査
対
象

の
店
舗
等
で
検
査
し
ま
す

i
経
済
課
消
費
生
活
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

３
１
）

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
中
小
企
業
の
個
々
の
事
業

所
で
は
対
応
が
難
し
い
従
業
員
の

共
済
給
付
事
業
や
福
利
厚
生
事
業

な
ど
の
福
祉
事
業
を
支
援
す
る
団

体
で
す
。

　

共
済
給
付
事
業
と
し
て
、
結
婚

・
出
生
等
祝
い
金
や
傷
病
休
業
保

険
金
、
死
亡
弔
慰
金
な
ど
の
ほ

か
、
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
、
各

種
施
設
の
利
用
割
引
、
宿
泊
費
補

助
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の

利
用
助
成
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
に

参
加
費
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
１
日
現
在
、
市

内
５８８
事
業
所
、
千
１６４
人
の
方
が
会

員
と
し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。

t
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤

労
者
と
事
業
主
、
市
内
に
居
住

し
、
市
外
の
中
小
企
業
に
勤
務
す

る
勤
労
者

n
５００
円
（
月
額
）

i
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
☎
０４２

−

３８７

−

２
５
２
５
）

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８

い
や
や

「
お
試
し
」
の
つ
も
り
が
定
期

購
入
に
？

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
投
稿
サ
イ

ト
、
検
索
サ
イ
ト
等
に
表
示
さ

れ
る
「
お
試
し
○
円
」「
初
回

無
料
」
と
い
う
広
告
を
見
て
、

化
粧
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど

を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
２
回

目
以
降
が
高
額
な
定
期
購
入
だ

っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
１
回
だ
け
」「
い
つ
で
も
解

約
で
き
る
」
は
ず
が

▽
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
に
「
お
試

し
５００
円
」
と
美
白
パ
ッ
ク
の
広

告
が
表
示
さ
れ
、
販
売
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
数
日
後
、

頼
ん
で
い
な
い
の
に
同
じ
商
品

が
２
個
届
い
た
。
販
売
業
者
に

メ
ー
ル
を
す
る
と
「
あ
な
た
の

注
文
し
た
コ
ー
ス
で
は
、
お
試

し
品
を
含
め
全
部
で
４
回
、
総

額
２
万
５
千
円
を
払
っ
た
後
で

な
い
と
解
約
は
で
き
な
い
」
と

い
う
返
信
が
き
た

▽
動
画
広
告
で
「
タ
ッ
プ
す
る

だ
け
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、
化
粧
品
は

無
償
提
供
」
と
あ
っ
た
の
で
タ

ッ
プ
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際

に
は
定
期
購
入
に
な
っ
て
い

た
。
初
回
代
金
は
支
払
っ
た

が
、
２
回
目
以
降
は
不
要
な
の

で
解
約
の
た
め
の
電
話
窓
口
に

何
度
か
け
て
も
つ
な
が
ら
ず
、

メ
ー
ル
を
し
て
も
返
信
が
な
い

安
く
買
え
る
は
ず
が
―
販
売
サ

イ
ト
に
落
と
し
穴
？

　

定
期
購
入
の
販
売
サ
イ
ト
で

は
、
低
価
格
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
契
約

条
件
や
解
約
方
法
な
ど
の
表
示

は
小
さ
い
こ
と
が
多
く
、
注
意

深
く
読
ま
な
い
と
契
約
内
容
を

認
識
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
申
し
込
み
の
最
終

確
認
画
面
に
購
入
回
数
や
支
払

総
額
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
定
期
購
入
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
な
い
ま
ま
申
し
込
ん
で

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま

す
。

　

定
期
購
入
だ
と
分
か
っ
て
申

し
込
ん
だ
場
合
で
も
「
い
つ
で

も
解
約
可
能
」
と
書
い
て
あ
っ

た
の
に
電
話
が
つ
な
が
ら
な

い
、
解
約
方
法
が
電
話
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
ア
プ
リ
に
限
定
さ
れ
て

お
り
解
約
手
続
き
が
う
ま
く
で

き
な
い
、
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
品
の
注
文
前
に
、
定
期
購
入

が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
、

支
払
う
総
額
が
い
く
ら
か
、
解

約
・
返
品
の
方
法
と
条
件
を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
販
売
サ
イ
ト
や
申
し

込
み
の
最
終
確
認
画
面
を
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
撮
る
な
ど

し
、
契
約
内
容
を
記
録
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
業
者
に
連
絡
し

た
記
録
も
残
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
消
費
生
活
相
談
室
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
指
定
管
理
対
象
施
設
す
べ
て

の
市
立
公
園
、
滄
浪
泉
園
緑
地

（
貫
井
南
町
３

−

２

−

２８
）、

環
境
楽
習
館
（
貫
井
南
町
３

−

２

−

１６
）

■
指
定
期
間
令
和
６
年
４
月
１

日
～
令
和
１１
年
３
月
３１
日

■
業
務
内
容
指
定
管
理
対
象
施

設
の
運
営
業
務
お
よ
び
管
理
業

務■
応
募
資
格
法
人
・
そ
の
他
の

団
体
等
。
複
数
の
団
体
で
構
成

さ
れ
る
共
同
体
も
可
（
個
人
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
選
定
方
法
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
が
審
査
を
行
い
、
候
補

者
を
選
定
し
ま
す
。（
第
１
次

＝
書
類
選
考
。
第
２
次
＝
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

■
募
集
要
項
等
配
布
４
月
１３
日

か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

m
５
月
１９
日
ま
で
に
、
提
出
書

類
を
直
接
、
環
境
政
策
課
緑
と

公
園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
６
０
）
へ

【
公
募
説
明
会
】

d
４
月
２４
日
（
月
）
午
後
２
時

か
ら

b
市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

（
商
工
会
館
３
階
）

e
▽
説
明
会
に
参
加
し
な
い
団

体
等
か
ら
の
応
募
申
請
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
▽
当
日
は
資
料
を

配
布
し
ま
せ
ん

m
４
月
２１
日
正
午
ま
で
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
環
境
政

策
課
緑
と
公
園
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
６
０
）
へ

市
立
公
園
・
滄
浪
泉
園

緑
地
・
環
境
楽
習
館
の

指
定
管
理
者
を
募
集

秋
の
こ
が
ね
い

市
民
文
化
祭

実
行
委
員
募
集

滄浪泉園緑地

環境楽習館

■
採
用
予
定
日
５
月
１
日（
月
）

e
▽
資
格
要
件
等
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
▽
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す■
要
項
配
布
m
４
月
５
日

（
水
）
ま
で
に
①
は
職
員
課

へ
、
②
は
庶
務
課
へ
。
郵
送
の

場
合
い
ず
れ
も
５
日
必
着

i
▽
①
職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
０
８
）

▽
②
庶
務
課
庶
務
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
７
階
☎
０４２

−

３８７

−

９

８
７
２
）

会
計
年
度
任
用
職
員
・
任
期
付
職
員
募
集

区分 業務名 月額報酬等 募集
人数

①

任期付
保育士

１８０，６６５円～
（経験・職歴によ
り加算あり）

２人

保育士（育児休業代替） ２０２，５１５円 若干名

会計年
度任用

一般事務 マイナンバー
制度等業務 １６５，３００円 １人

施設管理業務（休日・夜
間窓口等） ２２４，７００円 １人

消費生活相談員 （月１０日）９３，６００円
（月１２日）１１２,３００円 ２人

保育園給食調理業務 １５８，７００円 １人
特別支援保育業務 １８５，９００円 １人
学童保育指導員業務 １８５，９００円 7人

② 会計年
度任用

学校給食調理補助業務 １４５，５００円 １人
特別支援教育支援員 １８５，９００円 １人
副校長補佐業務 １１０，２００円 １人
無形指定文化財調査業務 １８５，９００円 １人
図書館業務 １５９,８００円 1人

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・4・15



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ

省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　

　
　
　
　
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
、
電
気
・
ガ
ス
の
省
エ
ネ
に
取

り
組
み
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
な
お
、
削
減
率
に

応
じ
て
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

t
市
内
の
家
庭
お
よ
び
事
業
所

s
５０
組
（
申
込
順
）

m
４
月
３
日
か
ら
、
参
加
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
環
境

政
策
課
環
境
係
（
〒
１８４

−

８
５
０

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
１
７
f
０４２

−

３８３

−

６
５
７
７
）
へ

高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数
７
戸

■
住
宅
名
①
コ
ー
ポ
く
り
の
み

（
東
町
３

−

１

−

２５
）
＝
１
Ｄ
Ｋ

２
戸
（
３２
・
７０
平
方
㍍
。
１
階
。

単
身
入
居
者
向
け
）
②
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
小
金
井
（
緑
町
４

−

１２

−

１６
）
＝
１
Ｄ
Ｋ
４
戸
（
３８
・
４５
平

方
㍍
。
１
階
、
２
階
。
単
身
入
居

者
向
け
）
③
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小

金
井
（
緑
町
４

−

１２

−

１６
）
＝
２

Ｄ
Ｋ
１
戸
（
５１
・
２８
平
方
㍍
。
６

階
。
複
数
入
居
者
向
け
）

■
家
賃
①
１
万
５
千
９００
円
～
３
万

１
千
３００
円
②
２
万
３００
円
～
３
万
９

千
９００
円
（
別
途
共
益
費
６
千
４００

円
）
③
２
万
７
千
１００
円
～
５
万
３

千
２００
円（
別
途
共
益
費
６
千
４００
円
）

■
入
居
予
定
日
令
和
５
年
７
月

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶
①
②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
③
６５
歳
以
上
の
方
で
６０
歳

以
上
の
親
族
等
の
み
と
同
居
し
て

い
る
方

❷
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
）

❸
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
▽
住
宅
の
老

朽
化
や
、
浴
室
が
な
い
な
ど
に
よ

り
、
安
全
や
衛
生
上
の
問
題
が
あ

る
▽
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

あ
る
▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額

割
る
１２
）
の
４
割
を
超
え
、
支
払

い
に
困
窮
し
て
い
る

❹
緊
急
連
絡
先
が
あ
る
こ
と

❺
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

e
持
ち
家
の
方
は
、
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん

m
４
月
１４
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

指
定
の
申
込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
５
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

６
１
）
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策　
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
支
払
猶
予
の
受
付
延
長

　

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
離

職
や
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
一

時
的
に
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い

が
困
難
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、

申
し
出
の
日
か
ら
最
長
１
年
間
の

支
払
い
を
猶
予
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
９
月
３０
日（
土
）ま
で

i
都
水
道
局
多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０

−

０９１

−

１００
、
☎
０４２

−

５４８

−

５
１

１
０
）

令
和
５
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
１
万
６
千
５２０
円
（
付
加
込
み

は
１
万
６
千
９２０
円
）
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
、
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。

【�

退
職
し
た
方
（
６０
歳
未
満
）
は

国
民
年
金
の
手
続
き
を
】

■
必
要
書
類
等
▽
退
職
日
が
確
認

で
き
る
も
の
（
離
職
票
、
退
職
証

明
書
、
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
資

格
喪
失
証
明
書
な
ど
）
▽
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

【
学
生
納
付
特
例
は

　
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
】

　

収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
方
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
申
請
し
、
引
き

続
き
令
和
５
年
度
も
希
望
す
る
場

合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

■
必
要
書
類
等
▽
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
▽
学
生

証
ま
た
は
在
学
証
明
書

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

が
、
左
表
の
施
設
を
利
用
す
る

場
合
に
、
割
引
利
用
券
を
配
布

し
ま
す
。

■
割
引
利
用
期
限
令
和
６
年
３

月
３１
日

■
必
要
書
類
国
民
健
康
保
険
証

m
直
接
、
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎

２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
３
）へ

i
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

４
・
６
・
８
月
は
仮
徴
収
期

　

令
和
５
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
が
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

と
な
る
方
の
保
険
料
（
税
）
は
、

６
月
以
降
、
前
年
分
（
令
和
４
年

１
月
〜
１２
月
）
の
所
得
状
況
を
確

認
し
、
年
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
は
、
前
年
度
の
保
険
料

（
税
）
額
に
よ
り
仮
の
徴
収
額
で

行
う
「
仮
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

※
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
付
）
の
方
は
、
仮
徴
収
は

あ
り
ま
せ
ん

【�

令
和
５
年
２
月
に
特
別
徴
収
と

な
っ
て
い
た
方
】

　

原
則
と
し
て
、
仮
徴
収
額
は
、

令
和
５
年
２
月
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
で
す
。

【�

令
和
５
年
４
月
か
ら
新
た
に
特

別
徴
収
と
な
る
方
】

　

仮
徴
収
額
は
、
令
和
４
年
度
の

年
間
相
当
額
保
険
料
（
税
）
の
約

６
分
の
１
が
１
回
当
た
り
の
仮
徴

収
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、１０
月
以
降
の
徴
収
額
は
、

７
月
に
決
定
す
る
令
和
５
年
度
保

険
料
（
税
）
の
年
額
か
ら
仮
徴
収

合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

i
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
２
）、
高

齢
者
医
療
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

３
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

葬
祭
費
を
支
給

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
葬
祭
費
を

支
給
し
ま
す
。

t
葬
祭
を
行
っ
た
方

■
支
給
額
５
万
円

■
申
請
書
類
等
印
鑑
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
、
申
請
者
が

葬
祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書

類（
領
収
書
等
）、
通
帳
な
ど
振
込

先
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
場
合
は
通
帳
が
必
要
で
す
）

i
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
４
）

令
和
５
年
度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
の
送
付

　

４
月
２７
日
に
納
税
通
知
書
（
薄

紫
色
ま
た
は
青
色
の
封
筒
）
を
発

送
し
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和

５
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
で
す
。（
償
却
資
産
は
固
定

資
産
税
の
み
）

　

税
額
の
計
算
方
法
等
は
、
納
税

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
事
業
用
の
構

築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
等
の

こ
と
で
す

i
資
産
税
課
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

２
１
）

令
和
５
年
度
課
税
台
帳
の

閲
覧
・
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

【
閲
覧
】

　

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
評
価
額
等
が
閲
覧
で
き
ま

す
。

t
納
税
義
務
者
と
そ
の
同
世
帯
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務

者
か
ら
の
委
任
状
を
有
す
る
代
理

人
。
借
地
人
は
当
該
土
地
、
借
家

人
は
当
該
家
屋
お
よ
び
そ
の
土
地

の
閲
覧
が
で
き
ま
す

【
縦
覧
】

　

市
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

等
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

t
納
税
者
と
そ
の
同
世
帯
の
親

族
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者
か
ら

の
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

d
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
３１
日

（
水
）
※
閲
覧
は
、
６
月
１
日
以

降
も
可
能
で
す

n
無
料
（
借
地
・
借
家
人
お
よ
び

縦
覧
期
間
後
の
閲
覧
は
有
料
）

y
▽
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
）
▽
同
世
帯

の
親
族
（
市
外
在
住
）
の
場
合
、

併
せ
て
同
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
住
民
票
等
）
▽

借
地
・
借
家
人
が
閲
覧
す
る
際

は
、
併
せ
て
借
地
・
借
家
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
賃

貸
借
契
約
書
等
）

b
i
資
産
税
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
１
）

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

d
４
月
１０
日（
月
）〜
１２
日（
水
）い

ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

b
納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
※
東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

夜間入口詳細図u
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い

i
納
税
課
納
税
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
３
）

国
民
健
康
保
険
温
泉
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
温
泉
セ
ン
タ
ー

割
引
利
用
券
の
配
布

割
引
利
用
券
の
配
布

施設名 営業時間 定休日 割引後利用料金 所在地・問合先

檜原温泉センター
「数馬の湯」

１０：００〜　
１９：００

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）

１日＝大人７３０円、
小学生２９０円、未
就学児は無料

西多摩郡檜原村
２４３０
☎０４２−５９８−６７８９

奥多摩温泉
「もえぎの湯」

１０：００〜　
２０：００

（１２月〜３
月は１９：００
まで）

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）

３時間＝大人７００
円、小学生３５０円。
超過１時間につ
き、大人のみ２５０
円。未就学児は無
料

西多摩郡奥多摩町
氷川１１９−１
☎０４２８−８２−７７７０

秋川渓谷
「瀬音の湯」

１０：００〜　
２２：００ 毎週火曜日

３時間＝大人８００
円、小学生３００円。
超過１時間につ
き、大人２００円、
小学生１００円。未
就学児は無料

あきる野市乙津
５６５
☎０４２−５９５−２６１４

生涯青春の湯
「つるつる温泉」

１０：００〜　
２０：００

第３火曜日
（祝日の場
合は翌日）

３時間＝大人６６０
円、小学生２３０円。
超過１時間につ
き、大人のみ２２０
円。未就学児は無
料

西多摩郡日の出町
大久野４７１８
☎０４２−５９７−１１２６

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・4・1 6
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d
５
月
１０
日
〜
３１
日
の
毎
週
水
曜

日
午
後
２
時
〜
４
時
（
全
４
回
）

b
社
会
福
祉
協
議
会
k
石
井
正
己

さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教

授
）
t
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０

歳
以
上
の
方
s
１５
人
（
多
数
抽

選
）
m
４
月
１０
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
「
歴
史
文
学
係
」（
〒
１８４

−

０
０
０
４
本
町
５

−

３６

−

１７
☎

０４２

−

３８７

−

０
０
１
１
）
へ

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

助
成
希
望
団
体
募
集

　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
親
子
な
ど
の
孤
立
予

防
、
地
域
の
見
守
り
を
目
的
と
し

た
非
営
利
の
サ
ロ
ン
団
体
に
助
成

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る

方
、
す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る

団
体
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

t
市
内
を
拠
点
と
し
、
原
則
月
１

回
以
上
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
登
録

団
体
※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

m
電
話
で
、
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８７

−

０
０
１
１
）
へ

ま
な
ぶ　
語
る　
つ
な
が
る

家
族
の
会

　

老
人
ホ
ー
ム
の
基
礎
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。
介
護
が
必
要
な

奨
学
資
金
支
給
制
度

奨
学
資
金
支
給
制
度

　

令
和
５
年
度

　

令
和
５
年
度

　
　

奨
学
生
を
募
集

　
　

奨
学
生
を
募
集

　

成
績
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

の
た
め
に
、
奨
学
資
金
支
給
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
額
（
月
額
）
s
▽
高
校
生

お
よ
び
高
等
専
門
学
校
生
（
１
〜

３
学
年
）
＝
５
千
３００
円
以
内
・
３０

人
程
度
▽
大
学
生
お
よ
び
高
等
専

門
学
校
生
（
４
・
５
学
年
）
＝
１

万
２
千
２００
円
以
内
・
５
人
程
度

■
申
込
用
紙
配
布
４
月
１
日

（
土
）
〜
５
月
１２
日
（
金
）
に
、

庶
務
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７

階
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

m
５
月
１２
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
、

庶
務
課
庶
務
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９

８
７
２
）
へ

公
共
交
通
マ
ッ
プ
に
お
け
る

お
詫
び
と
訂
正

　

路
線
バ
ス
武
３１
・
武
３２
の
ル
ー

ト
お
よ
び
バ
ス
停
の
位
置
の
一
部

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。（
は
な
の

木
通
り
、は
な
の
木
通
り
バ
ス
停
）

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

i
交
通
対
策
課
交
通
対
策
係
（
☎

０４２
―
３８７
―
９
８
５
０
）

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
方
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
依
頼
会
員
登
録
説
明
会

d
b
４
月
１９
日
（
水
）
＝
上
之
原

会
館
、
５
月
２０
日
（
土
）
＝
東
小

金
井
駅
開
設
記
念
会
館
・
マ
ロ
ン

ホ
ー
ル
、
６
月
２０
日
（
火
）
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
も
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
t
市
内
在
住
で
、
原

則
生
後
５７
日
〜
小
学
生
の
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
方
e
保
育
あ
り

（
要
事
前
申
込
）
m
開
催
日
の
２

週
間
前
か
ら
、
電
話
で
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎

０４２

−

３２０

−

１
７
０
１
＝
日
曜
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
へ

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
校

教
育
費
の
一
部
を
援
助

　

公
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
、

経
済
的
な
事
情
で
就
学
が
困
難
な

家
庭
の
お
子
さ
ん
の
教
育
費
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
立
小
・
中
学
校
、

学
務
課
で
配
布
す
る
お
知
ら
せ
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

m
４
月
２４
日
ま
で
に
、
申
請
書
類

を
直
接
、
学
務
課
学
務
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
☎
０４２

−

３８７

−

９

８
７
４
）
へ

小
・
中
学
校
新
１
年
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

■
配
布
場
所
市
立
小
・
中
学
校
の

新
１
年
生
は
各
学
校
（
申
し
込
み

不
要
）、
市
立
小
・
中
学
校
以
外

の
新
１
年
生
は
、
学
務
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
）
n
無
料
（
電

池
交
換
等
実
費
）
m
４
月
７
日
か

ら
、
直
接
、
学
務
課
学
務
係
（
☎

０４２

−
３８７

−

９
８
７
４
）
へ

図
書
館
お
は
な
し
会

【
図
書
館
本
館
】

d
毎
週
水
曜
日
午
後
３
時
か
ら
b

図
書
館
本
館
地
階
集
会
室
t
３
歳

以
上
※
保
護
者
の
入
室
不
可
m
当

日
直
接
会
場
へ
i
図
書
館
本
館

（
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
３
８
）

【
図
書
館
緑
分
室
】

d
４
月
２２
日
、
５
月
２７
日
、
６
月

２４
日
、
７
月
２９
日
、
８
月
２６
日
、

９
月
３０
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前

１０
時
３０
分
か
ら
（
３０
分
程
度
）
b

公
民
館
緑
分
館
t
３
歳
〜
小
学
校

３
年
生
程
度
（
保
護
者
同
伴
可
）

s
各
日
２０
人
程
度
（
当
日
先
着

順
）
i
同
分
室
（
☎
０４２

−

３８７

−

７

３
０
２
）

第
２
回
定
例
会

（
２
月
１４
日
開
催
）

【
議　
題
】

▽
情
緒
障
害
を
対
象
に
し
た
特

別
支
援
学
級
（
固
定
級
）
の
新

設
に
関
す
る
請
願
書

▽
小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
教

育
目
標
、
基
本
方
針
及
び
令
和

５
年
度
教
育
施
策
に
つ
い
て

▽
小
金
井
市
公
民
館
企
画
実
行

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

▽
令
和
４
年
度
働
き
方
改
革
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
に
つ
い
て

▽
令
和
５
年
度
海
の
移
動
教
室

に
つ
い
て

▽
令
和
４
年
度
小
金
井
教
育
の

日
に
つ
い
て

▽
玉
川
上
水
・
小
金
井
桜
整
備

活
用
実
施
計
画
に
関
す
る
東
京

都
立
農
業
高
校
と
の
連
携
に
つ

い
て

▽
小
金
井
市
行
財
政
改
革
２
０

２
５
に
基
づ
く
図
書
館
緑
分
室

及
び
公
民
館
緑
分
館
の
委
託
化

に
つ
い
て

　

会
議
録
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）、
図
書
館
本
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

d
４
月
１１
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
か
ら
b
市
役
所
第
二
庁
舎

８
階
８０１
会
議
室
i
庶
務
課
庶
務

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎

０４２
―
３８７
―
９
８
７
２
）

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
６
＝
月
曜
〜
土

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎
１い

ち

８は
や

９く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０

−

１８９

−

７８３
へ

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

講習名 日時 費用

個人レッスン

相談して決定します

１,５００円／時間
（出張料金は別途
３００円／回、教材費

も別途）

初期設定、トラ
ブル対応

２,５００円／時間
（出張料金は別途
３００円／回）

CoCoサロン
（パソコン趣味
の講座）

月２回（火曜・土曜日
のいずれか）
１３：００〜１６：００

５,０００円／月
（教材費含む）

方
が
い
て
、
参
加
が
難
し
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

d
４
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
b
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

き
み
の
園
（
中
町
２

−

１５

−

２５
）

k
上
野
陽
介
さ
ん
（
介
護
施
設
研

究
所
相
談
員
）
s
８
人（
申
込
順
。

介
護
者
を
優
先
）
m
４
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
小
金
井
ひ
が
し
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１
４
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室

d
u
n
左
表
の
と
お
り
b
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東
町
会
議
室

（
東
町
４

−

３８

−

２６
）
k
同
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
班
s
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
サ

ロ
ン
の
み
５
人
e
パ
ソ
コ
ン
は

W
indow

s10

、O
ffice2019

を
使

用
し
ま
す
m
開
催
日
の
４
日
前

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
希
望
講
習
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２

−

２７

−

７
１
１
７
f
０
４
２
２

−

２７

−

７
４
７
６
）
へ

みんなであそぼうほいくえん
　地域の皆さんに市内の認可保育
施設を開放し、園児や保育士との
交流を通じ、子育てのお手伝いを
します。

　なお、雨天の場合の対応等、詳
しくは直接各保育施設にお問い合
わせください。
i各保育施設

施設名 開放日
市立くりのみ
（☎０４２－３８３－１１８０） ５～６月の火曜日午前１１時～正午t未就園児

市立わかたけ
（☎０４２－３８３－１１８１）

５月１１日（木）、１８日（木）、２３日（火）、６月１５日（木）、
２０日（火）、２７日（火）午前１１時～正午t未就学児

市立小金井
（☎０４２－３８１－２２３７）

５月１９日（金）、２６日（金）、３１日（水）、６月９日（金）、
１４日（水）、２３日（金）午前１１時～正午t未就園児

市立さくら
（☎０４２－３８３－１１８２） ５～６月の水曜日午前１１時～正午t未就学児

市立けやき
（☎０４２２－６０－０７７０） ５月９日以降の火曜日午前１１時～正午t未就学児

光明第二
（☎０４２－３８１－８７０６）※

４月３日（月）、５月２５日（木）、６月２９日（木）午
前１０時～１１時t未就園児s各日８組m各月１日から
（４月のみ３月１５日から）

ひなぎく
（☎０４２２－５５－４４１７） 水曜日午前９時３０分～１０時３０分

貫井
（☎０４２－３８１－３５７５）※ 水曜日午前１０時～１１時３０分t未就園児s各日５組

こむぎ
（☎０４２－３８１－１５８９）※

火曜・水曜日午前９時３０分～１０時t未就園児s各日
５組（雨天中止）

グローバルキッズ武蔵小金井
（☎０４２－３８７－８０２２）※ 火曜日午前１０時から（屋上開放）t未就園児

また明日
（☎０４２－３８６－８２８０） 月曜～金曜日午前１０時３０分～１１時３０分t未就園児

■園庭開放（４月〜６月。祝日を除く）※要事前申込（申込順）。原則保護者同伴

関
東
大
震
災

　
　
　
１００
年
か
ら
学
ぶ

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・4・17



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　

産
後
ケ
ア
事
業
で
は
、
産
後

に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
お
母
さ

ん
と
乳
児
が
、
医
療
機
関
や
助

産
院
で
助
産
師
等
に
よ
る
ケ
ア

や
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
、
休
息
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

d
①
月
曜
〜
金
曜
日
。
日
帰
り

型
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

宿
泊
型
＝
午
前
９
時
〜
翌
日
午

前
１１
時
②
月
曜
〜
土
曜
日
。
日

帰
り
型
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
■
利
用
日
数
合
計
７
日
間
ま

で
b
①
桜
町
病
院
（
桜
町
１

−

２

−

２０
）
②
矢
島
助
産
院
（
国

分
寺
市
東
元
町
１

−

４０

−

７
）

t
①
利
用
時
１
歳
未
満
の
乳
児

と
母
親
②
利
用
時
５
か
月
未
満

の
乳
児
と
母
親
n
日
帰
り
型
３

千
円
、
宿
泊
型
６
千
円
（
母
親

の
食
費
含
む
）
※
住
民
税
非
課

税
世
帯
・
生
活
保
護
等
受
給
世

帯
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
i

健
康
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
通
院
等
生

活
の
た
め
に
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー

代
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

t
在
宅
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
▽

体
幹
機
能
お
よ
び
下
肢
障
が
い
の

程
度
が
３
級
以
上
▽
視
覚
障
が
い

の
程
度
が
２
級
以
上
▽
内
部
障
が

い
の
程
度
が
１
級
▽
愛
の
手
帳
の

障
が
い
の
程
度
が
２
度
以
上
▽
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
が

い
の
程
度
が
２
級
以
上
※
精
神
障

が
い
の
方
は
、
認
定
審
査
が
必
要

で
す
■
助
成
額
１
か
月
３
千
円
ま

で【
新
た
に
申
請
す
る
方
へ
】

　

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
で
、
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
ガ
ソ
リ
ン
費
助
成
を

受
け
て
い
る
方
へ
の
助
成
は
で
き

ま
せ
ん
。

【�

助
成
の
決
定
を
受
け
て
い
る

方
】

　

３
月
下
旬
に
請
求
用
紙
を
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
振
込
日
４
月
２７
日
（
木
）
■
請

求
方
法
i
４
月
１０
日
（
消
印
有

効
）ま
で
に
、郵
送
ま
た
は
直
接
、

タ
ク
シ
ー
の
領
収
書
（
令
和
４
年

１０
月
〜
５
年
３
月
分
）
を
請
求
書

に
添
え
て
、
自
立
生
活
支
援
課
相

談
支
援
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住

所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階

☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
１
f
０４２

−

３８４

−

２
５
２
４
）
へ

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給

　

４
月
期
分
＝
令
和
４
年
１２
月
〜

５
年
３
月
分

■
振
込
日
４
月
１０
日
（
月
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

　都内在住の７０歳以上の方を対象に、都営交通および都内民
営バスを利用できる「東京都シルバーパス」（有効期限＝９
月３０日）を発行しています。
　東京都シルバーパスは（一社）東京バス協会で実施してい
ます。市では発行していませんので、申し込みに必要な書類
等は、同協会へお問い合わせください。
■常設窓口京王バス小金井営業所（本町５−３−３１）＝土曜
・日曜・祝日を除く午前１０時〜午後４時
n▷令和５年度市・都民税が課税で、令和４年中の合計所得
金額が１３５万円（賦課決定前は令和３年中の合計所得金額が
１３５万円）を超える方＝１０,２５５円※４月１日から▷それ以外
の方＝１,０００円
i同協会（☎０３−５３０８−６９５０＝土曜・日曜・祝日を除く午前
９時〜午後５時）

足
の
む
く
み
に
つ
い
て

　

皆
様
、
誰
も
が
一
度
は
足
の

む
く
み
を
自
覚
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
む
く
み
に
も
多
く
の
原
因

が
あ
り
、
ま
た
す
ぐ
に
治
療
を

要
す
る
も
の
か
ら
様
子
を
見
て

い
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
す
べ
て
を
、
列
挙
す
る
の

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
常
の
診
療
で
比
較

的
よ
く
遭
遇
す
る
病
気
を
中
心

に
お
話
し
し
よ
う
か
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
む
く
み
は
、
血
管
と

細
胞
の
間
に
あ
る
部
分
（
間
質

と
い
い
ま
す
）
に
、
水
分
が
異

常
に
た
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
正
常
と
の
見
分
け

方
で
す
が
、
指
を
当
て
て
圧
迫

し
た
時
に
深
く
圧
痕
が
残
れ
ば

む
く
み
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
皮
膚
が
パ
ツ
パ

ツ
に
張
っ
て
圧
痕
が
残
ら
な
い

む
く
み
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一

概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
重
要
な
サ
イ
ン
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
に
は
、
日
常
よ
り

足
が
重
い
、
歩
行
が
難
し
い
、

靴
下
の
跡
が
い
つ
も
よ
り
深
い

な
ど
も
注
意
す
る
所
見
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
左
右
で
足
の
太

さ
が
明
ら
か
に
違
う
と
い
う
の

も
大
切
で
、
太
い
ほ
う
に
む
く

み
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
両
手
で
輪
っ
か
を
作
っ

て
、
同
じ
高
さ
の
足
の
回
り
に

あ
て
が
っ
て
、
左
右
の
違
い
を

み
る
の
も
い
い
方
法
で
す
。

　

次
に
、
む
く
み
を
お
こ
す
病

気
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す

と
、
ま
ず
両
方
に
あ
る
か
片
方

に
あ
る
か
で
、
疑
う
病
気
が
違

っ
て
き
ま
す
。
両
方
に
あ
る
場

合
は
、
心
臓（
心
不
全
）、
腎
臓

（
腎
不
全
）、
肝
臓（
肝
硬
変
）、

甲
状
腺
の
病
気
、
栄
養
不
良
、

薬
の
副
作
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
片
方
に
あ
る
場
合
は
、

静
脈
の
つ
ま
り
や
静
脈
の
瘤こ

ぶ

、

リ
ン
パ
の
流
れ
の
障
害
、
感
染

症
な
ど
で
す
。
夜
間
は
足
を
少

し
高
く
し
て
眠
っ
て
く
だ
さ
い

と
か
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
着
用

と
い
っ
た
簡
単
な
指
導
や
塩
分

や
水
分
制
限
、
過
量
飲
酒
の
制

限
で
様
子
を
見
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
早
め
の
治
療
の
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
足
を
見
て
む
く
ん
で

い
な
い
か
な
と
意
識
を
持
つ
こ

と
は
大
切
で
す
。
皆
様
も
一
回

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
矢
野　
浩
己

場
合
▽
氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所

し
た
場
合
▽
障
が
い
の
程
度
が
変

わ
っ
た
場
合
i
自
立
生
活
支
援
課

障
害
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８

４
２
）健康ガイド

健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〒
184
ー
0
0
1
5

　
貫
井
北
町
５
ー
18
ー
18

（
☎
042
ー
321
ー
1
2
4
0
）

子
宮
が
ん
検
診

d
６
月
１
日
（
木
）
〜
９
月
３０
日

（
土
）
b
市
内
契
約
６
医
療
機
関
、

国
分
寺
市
内
契
約
６
医
療
機
関
t

令
和
６
年
３
月
３１
日
現
在
２０
歳
以

上
の
女
性
で
、
令
和
４
年
４
月
以

降
に
市
の
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
な
い
方
s
８００
人
（
多
数
抽

選
）
n
千
円
※
生
活
保
護
世
帯
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
減
免

制
度
あ
り
e
抽
選
結
果
は
、
５
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
m
４
月
１５
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
で

「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」・
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
健
康
課
へ
※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
可

各
種
予
防
接
種
の
案
内
を
送
付

【�

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
（
第
Ⅱ
期
）】

t
小
学
校
に
就
学
す
る
日
の
１
年

前
か
ら
就
学
日
の
前
日
ま
で
に
あ

る
幼
児

【�

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
二
種
混

合
予
防
接
種
（
第
Ⅱ
期
）】

t
小
学
校
６
年
生
（
１１
〜
１２
歳
）

【
日
本
脳
炎
】

t
小
学
校
４
年
生
（
９
〜
１０
歳
）

【
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
】

t
小
学
校
６
年
生
〜
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
指
定
医
療
機
関
（
要
事
前
予

約
）
e
対
象
の
方
に
は
案
内
を
４

月
下
旬
（
予
定
）
に
郵
送
し
ま
す

i
健
康
課

多
摩
府
中
保
健
所
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
の
ご
案
内

　

本
人
・
ご
家
族
の
相
談
が
で
き

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

u
▽
精
神
保
健
医
療
相
談
▽
思
春

期
相
談
▽
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症

相
談
i
多
摩
府
中
保
健
所
（
☎
０４２

−
３６２

−

２
３
３
４
）

両
親
学
級

d
５
月
２０
日
（
土
）
午
前
９
時
１５

分
〜
１１
時
４５
分
、
２２
日
（
月
）
午

前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分
b
保
健

セ
ン
タ
ー
u
妊
娠
、
出
産
、
育
児

の
話
、
沐も

く

浴
実
習
等
t
お
お
む
ね

１６
〜
２７
週
の
妊
婦
・
パ
ー
ト
ナ
ー

の
方
（
妊
娠
週
数
は
目
安
で
す
。

初
産
婦
の
方
の
み
）
s
各
日
４４
人

（
各
家
庭
２
人
可
。
申
込
順
）
m

４
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課

へ妊
婦
歯
科
教
室

d
５
月
１５
日
（
月
）
午
後
０
時
４５

分
か
ら
、
１
時
４５
分
か
ら
、
２
時

４５
分
か
ら
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
、
歯
磨
き
練
習

・
各
種
測
定
・
個
別
相
談
等
t
お

お
む
ね
１６
〜
２７
週
の
妊
婦
の
方
s

各
回
４
人
（
申
込
順
）
m
４
月
３

日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

む
し
歯
予
防
教
室

d
５
月
１１
日
〜
２５
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
９
時
か
ら
、
９
時
３０
分
か

ら
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
磨
き
や

栄
養
の
相
談
な
ど
※
希
望
者
は
歯

科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
t
令
和
２
年
１０
月
生
ま
れ
（
２

歳
６
か
月
）
〜
４
年
４
月
生
ま
れ

（
１
歳
）
の
子
ど
も
※
転
入
等
で

対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
s
各
回
６

人（
申
込
順
）
m
４
月
３
日
か
ら
、

電
話
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

【
１
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
５
月
１７
日
（
水
）
午
前
１０
時
３０

分
〜
１１
時
１５
分
、
１１
時
３０
分
〜
午

後
０
時
１５
分
t
お
お
む
ね
４
〜
５

か
月
児
の
保
護
者

【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
５
月
１７
日
（
水
）
午
後
２
時
３０

分
〜
３
時
４５
分
t
お
お
む
ね
６
〜

７
か
月
児
の
保
護
者

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

d
５
月
１２
日
（
金
）
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分
t
お
お
む
ね
８
〜

１１
か
月
児
の
保
護
者

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
歯
科
衛
生
士

（
１
回
食
を
除
く
）・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
義
な
ど
s
各
回
１０
人

（
申
込
順
）
e
親
子
同
室
で
す
m

４
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課

へ

東京都シルバーパスを発行中

産
後
ケ
ア
事
業

産
後
ケ
ア
事
業

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・4・1 8



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

　市では、市民の皆さんに健康で快適な生活を送っていただくため、各種保健
衛生事業を定期的に実施しています。ここでは、令和５年度の事業の概要をお
知らせします。病気の早期発見、予防、健康管理・増進にお役立てください。
　なお、各事業の詳しい日程・会場・申込方法等は、随時、市報に掲載します。
i※１について＝保険年金課国民健康保険係（☎０４２−３８７−９８３３）、※２につ
いて＝保険年金課高齢者医療係（☎０４２−３８７−９８３４）、その他の事業について
＝健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

健康都市小金井をめざして健康都市小金井をめざして健康都市小金井をめざして
令和５年度保健衛生事業

【成人保健事業】
健（検）診名・
事業名 実施月日 内　容 対　象

国民健康保険特定
健康診査（※１）

６〜１２月
（眼科は３月まで）

問診、身体計測、理学的検
査、血圧測定、血中脂質検
査、肝機能検査、血糖検
査、尿検査、貧血検査、心
電図検査、生化学検査（ク
レアチニン）、眼底検査

（医師の判断による検査）

４０歳以上で、令和５年４月
１日以降継続して国民健康
保険に加入している方

後期高齢者医療健
康診査（※２） ９〜１月 後期高齢者医療制度加入者

国民健康保険特定
保健指導（※１） 通年 動機づけ支援、積極的支

援
特定健診の検査結果から特
定された支援対象者

フォロー健康診査
（独自健康診査）

６〜２月
（眼科は３月まで）

胸部レントゲン検査、生化
学検査（尿酸）、生化学検
査（クレアチニン）、血液学
検査（白血球）、貧血検査、
心電図検査、眼底検査等

４０歳以上で、特定健康診査
等の基本項目に相当する検
査を受診した方

肝炎ウイルス検診 ６〜３月 B型・C型肝炎ウイルス
検査

４０歳以上の方
（受診条件あり）

集団健康診査
（独自健康診査） １２月

問診、身体計測、理学的
検査、血圧測定、血液検
査、尿検査

３５〜３９歳の方、４０歳以上で
令和４年４月２日以降に健
康保険が変わった方もしく
は生活保護等健康保険未加
入の方、１６〜３９歳で心身に
障がいのある方

が
ん
検
診

胃がん（集団）
５・ ８・ ９・１１・
１２・３月（予定）

問診、検診車でのレント
ゲン検査、免疫学的便潜
血検査
※胃がん・肺がん・大腸が
ん・乳がん検診同時実施

４０歳以上の方
肺がん

大腸がん（集団）

子宮がん ６〜３月 問診、細胞診 ２０歳以上で昨年度未受診の
女性

乳がん
①５・８・９・１１・
１２・３月（予定）

問診、マンモグラフィに
よる検診
①集団検診②個別検診

４０歳以上で昨年度未受診の
女性②７〜３月

胃がん（個別）８〜２月 問診、内視鏡検査 ５０歳以上で昨年度未受診の
方

大腸がん（個別）７〜１２月 免疫学的便潜血検査 ４０歳以上の方
結核検診 １２月 胸部レントゲン直接撮影 １６歳以上の方

成人歯科健康診
査 ９〜１１月

問診、口くう内診査
（５０・６０歳には医師の判
断によりレントゲン検
査、７０・７５・８０歳には口
くう機能評価）

１２月３１日までに満２０・２５・
３０・３５・４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０・７５・８０歳にな
る方

骨粗しょう症検
診 １２月

骨密度測定
骨粗しょう症予防に関す
る保健栄養相談

１２月３１日までに満３５・４０・
４５・５０・５５・６０・６５・７０歳
になる女性の方

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
教
室

いきいき健康
教室 ６・１０月

疾病理解、栄養、運動、
歯科など実技や実習を含
む保健指導

６５歳以上の方

糖尿病予防教
室 ９月 ２０歳以上の方

骨粗しょう症
予防教室 ５月 ２０〜４５歳の女性

血管若返り教
室 ６月 ２０〜６４歳の方

親子健康教室 １１月 父親と小学生
体組成測定で
ボディメイク
教室

１０月 ２０〜４９歳の方

健
康
教
育
・
相
談

成人健康相談 年６回
健康に関する医師・保健
師による相談、血圧測
定、体脂肪測定等

ー

健康講演会
年８回（医科）

健康に関する講演年１回（乳がん自己
検診法）
年３回（歯科）

歯科健康相談

４〜６・１０・１１・１
月水曜日午後

歯科医師による個別相談
（乳幼児〜成人）

８・３月水曜日午後 ４〜６歳（未就学）児親
子教室

７・１２月水曜日午後 口の乾燥トラブル相談
（６０歳以上の方）

９・２月水曜日午後 子どもの歯の相談（小学
生の方）

栄養個別相談 原則、毎月第３金曜
日午後 食習慣などの個別相談

栄養講習会 年４回 テーマに沿った栄養講義、
みそ汁の塩分測定など

【母子保健事業】
事業名 実施月日 内　容 対　象

妊婦面談 通年
妊娠中の過ごし方、妊娠中や
出産後の事業等の案内やさま
ざまな不安・準備の相談（初
回面談時にお祝い品を進呈）

妊婦

妊婦健康診査 １４回
妊婦健康管理、流・早・死産防
止、Ｂ型肝炎母子感染予防、
超音波検査、子宮頸がん検診

妊婦

両親学級 月１〜２回 妊娠・出産・育児に関す
る講義、沐

も く

浴実習など
初めて出産を迎えるお
おむね１６〜２７週の妊
婦・パートナー

新生児訪問指導
（こんにちは赤
ちゃん事業）

１〜２回
（必要回数）

新生児の発育や疾病予防、育
児に必要な事項を助言、相談、
子育て支援サービス等の情報
提供（委託訪問指導員、市保
健師が訪問）

生後１２０日までの乳児

未熟児訪問指導 １〜２回
（必要回数）

未熟児の発育、栄養、生活環
境、疾病予防など養育上必要
な事項を助言、相談（市保健
師が訪問）

出生時体重２,０００g未満
児または出生時体重 
２,０００g 以 上 で 経 管 栄
養、点滴等の医療を受
けた乳児（１歳未満児）

妊産婦訪問指導 １〜２回
（必要回数）

日常の生活相談等支援（委託
訪問指導員、市保健師が訪問）

妊娠中または産後１年
を経過していない女性

妊産婦・乳幼児保
健指導 必要回数

経済的に保健指導を受けるこ
とが困難な方への診察や必要
な保健指導

経済的理由のある妊産
婦・乳幼児

産後ケア事業 通年
桜町病院・矢島助産院で助産
師のケアや授乳相談・休息が
できる

１歳未満の乳児とその
母

新生児等聴覚検査 初回の検査１回
聴覚障がいを早期発見し、早期
対応が講じられるように、聴覚
検査を実施

生後５０日までの新生児

乳
幼
児
健
康
診
査

３〜４か月児健
康診査（集団） 月２回

発育、発達の確認および疾病
等の早期発見のための健康診
査、育児等の相談

健診前月で３か月児

６・９か月児健
康診査（個別）

６〜７か月児・
９〜１０か月児各
１回

乳児の健康管理のため、個別
に健康診査

６〜７か月児
９〜１０か月児

１歳６か月児健
康診査（集団） 月２回

発育、発達の確認および疾病
等の早期発見のための健康診
査、育児等の相談

健診前月で１歳６か月
児

３歳児健康診査
（集団） 健診前月で３歳児

産婦健康診査
３〜４か月児健
康診査と同時に
実施

妊婦高血圧症候群や妊娠中の
後遺症などの早期発見のため
の相談

３〜４か月児の母親

乳
幼
児
歯
科
相
談
室

むし歯予防教
室 年４０回 むし歯予防の話、栄養・食事

の話、ブラッシング指導
おおむね１歳〜２歳６
か月の子ども

歯科健康診査 年４０回 個別口くう内診査、歯科保健
指導、ブラッシング指導 ４歳未満児で、むし歯

予防教室受講者予防処置 年７０回 フッ素塗布・フッ化ジアンミン
銀溶液塗布・歯石除去ほか

妊婦歯科健康診査
（個別） 通年 個別口くう内診査 妊娠１６〜２７週の妊婦

妊婦歯科教室 年１８回 歯科保健指導、歯磨き練習、唾
だ

液検査 妊娠１６〜２７週の妊婦

母
子
保
健
相
談

乳幼児健康相
談（のびのび
広場相談）

年６４回
身体計測、育児および保健・栄養
相談、母乳相談、歯科相談※歯科
相談は一部会場のみで実施

６歳未満児および妊産
婦

栄養個別相談 原則、毎月第３
金曜日午後

離乳食・食習慣などの個別栄
養相談 ー

食
育
事
業

こどもクッキ
ング

７・９・１２・２
月 食育講義と調理体験等 おおむね２歳〜就学前

の幼児と保護者
離乳食教室
（１回食への
進め方）

月１回火曜日ま
たは水曜日午前 離乳食の講義等 おおむね４〜５か月児

の保護者

離乳食教室
（２回食への
進め方）

月１回火曜日ま
たは水曜日午後 離乳食・口くう機能の講義等 おおむね６〜７か月児

の保護者

離乳食教室
（３回食への
進め方）

月１回金曜日午
後 離乳食・口くう機能の講義等 おおむね８〜１１か月児

の保護者

離乳食教室
（完了食）

６・９・１２・３
月 栄養講義等 おおむね１歳〜１歳３

か月児の保護者
親子でクッキ
ング！ ７月 子ども向けの栄養講義と親子

で調理体験等 小学生と保護者

乳幼児の保護
者のための栄
養講習会

１０月 家族の健康のための栄養講義
等 乳幼児の保護者

乳幼児食育
メール配信 月１回 月齢に合わせた食生活のアド

バイスやレシピ等の配信 未就学児の保護者

【医療費助成等申請業務】
事業名 内　容 受付窓口

養育医療給付事務 医師が入院養育の必要を認めた未熟児に対する医療給付

保健セン
ター

大気汚染医療費助
成申請等受理事務

１８歳未満の方の、気管支ぜん息・ぜん息性気管支炎・慢性気管
支炎・肺気しゅの医療費助成制度の新規・更新申請等の受け付
け、１８歳以上の方の気管支ぜん息の更新申請等の受け付け

原子爆弾被爆者援
護事務

原爆被爆者および被爆者の子に係る医療費助成等援護の申
請等の受け付け

骨髄移植ドナー等
支援奨励金事務

（公財）日本骨髄バンクにて骨髄・末梢血幹細胞を提供した者
および提供者が勤務する国内の事業所に対する奨励金交付

【畜犬登録事業】
事業名 実施月日 内　容 対　象

畜犬登録等 通年 飼い犬の登録、狂犬病予防注射済票
の交付、飼い犬の死亡・変更届 犬を飼っている方

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・4・19



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、フレックス株式会社（広告代理店）a t.nakano@flex-ad.co.jpへ

広
告
枠

催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座
●小金井雑学大学　duk４月２日
（日）＝持続可能な水道を考える、
辻谷貴文さん。１６日（日）＝認知症
対策と家族信託、井上雅夫さん。い
ずれも午後２時〜４時b市民会館・
萌え木ホールn１００円m当日直接会
場へi田中（☎０８０−５６４５−１４７７）
●小金井社会福祉士会定例会−福祉
総合相談の状況　d４月１３日（木）
午後６時３０分〜８時３０分b公民館貫
井北分館学習室Ｃ・Ｄk石塚勝敏さ
ん（市社会福祉協議会地域支援係係
長）m当日直接会場へi同会・高橋
（☎０８０−３６９９−５３３３）
●ラミィキューブ体験会　d４月１５
日（土）午後１時３０分〜７時（入退
場自由）b小金井　宮地楽器ホール
uボードゲームの体験会t小学校３
年生以上n無料m電話、Eメールま
たはSMSでラミィキューブの会・
井口（☎０９０−７６３２−３２６０atableg
ames@buckeye.co.jp）へ
●オペラ集団I CANTORI　オペラ
・ガラコンサート（日本語字幕付
き）　d４月１５日（土）午後７時開
演b小 金 井　宮 地 楽 器 ホ ー ル
n2,800円（全自由席）m電話また
はＥメールで同団体・髙橋（☎０８０
− ５９７３ − ２０７７ai.cantori.ticket@
gmail.com）へ
●映画ドライブ・マイ・カーの魅力
を分析する　d４月２１日（金）午後
１時１５分～３時４５分b市民会館・萌
え木ホール（商工会館３階）k寺地
五一さん（元東京経済大学教員）n
１，０００円m当日直接会場へi映画を
読む会・木野（☎０４２−３０１−３２９０）
●桂蝶の治独演会　d４月２８日（金）
午後７時開演b小金井　宮地楽器ホ
ール小ホールu桂蝶の治、三遊亭遊
七による落語s１５０人n前売り１，０００
円、当日１，２００円m電話またはＥメ
ールで、小金井落語会（☎０５０−
３０３３−０６６６akatsuratyonozi@gm
ail.com）へ

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●柔道教室　d４月～９月までの毎
週水曜・金曜日午後７時～８時４５
分、日曜日午前１０時～１１時４５分b水
曜日＝総合体育館、金曜・日曜日＝第
一中学校柔道場n大人＝月額２，０００
円、入会金５，０００円。学生＝月額５００
円、入会金３，０００円m電話で市柔道
連盟・古屋（☎０９０−８８５７−８４９２）へ
●ジュニアソフトボール強化練習　
d４月〜１２月の毎週土曜・日曜日・
祝日午前８時〜午後５時b市内小学
校ほかt市内在住・在学の小・中学
生e用具の貸し出しありm電話で市
ソフトボール連盟・渡辺（☎０９０−
２６６６−００６６）へ
●春季市民ソフトボール大会　d４
月９日（日）、１６日（日）午前９時
からb上水公園運動施設グラウンド
t市内在住・在勤の方n１チーム
５,０００円m４月８日までに、電話で
市ソフトボール連盟・渡辺（☎０９０
−２６６６−００６６）へ
●空手道教室（前期）　d４月１２日
〜９月の毎週水曜・金曜日、小・中
学生＝午後６時〜７時３０分、一般＝
午後７時３０分〜９時b総合体育館剣
道場n月額＝小・中学生３,０００円、
一般４,０００円mＥメールまたは、教
室開催日時に直接会場へi市空手道
連 盟・ 安 藤（☎ ０９０ − ５３３２ − ２４４１
ajka.koganei@gmail.com）
●第４１回結成記念ゲートボール大会
d４月１９日（水）午前９時〜午後３
時（予備日＝２１日）b上水公園運動
施設グラウンドt市内在住・在勤・
在学の方s５０人（申込順）n１チー
ム２,０００円m４月１０日〜１７日に、電
話で市ゲートボール協会・山口（☎
０４２−３８７−３８８６）へ
●初心者バドミントン教室　d５月
８日〜２６日の間の月曜・金曜日午前
９時〜正午（全６回）b総合体育館
t市内在住・在勤の方s２０人（申込
順）n３,０００円m４月１日〜１９日に、
ファクスで住所・氏名・年齢・電話
番号を体育協会バド係（f０４２−３８４
−４００３）へi市バドミントン連盟・

佐々木（☎０９０−４０２４−１７５９）
●はじめてのフラを基本から　d５
月９日からの毎週火曜日午後０時５
分〜０時５５分b総合体育館s若干名

（多数抽選）n月額２,２００円m４月１７
日（必着）までに、郵送またはＥメ
ールで住所・氏名・年齢・電話番号
を黄金井倶楽部Ｈ係（〒１８４−０００５
桜町２−２−３１☎０４２−４０６−２２８０
akc_mshk@jcom.zaq.ne.jp）へ
●英語でたのしくリズム体操無料体
験会　d５月１１日（木）午前１０時か
ら、１０時５０分からb総合体育館t１
歳１０か月以上の幼児と保護者s各回

１５組（多数抽選）m４月１７日までに、
Ｅメールで親子の住所・氏名・生年
月日・電話番号・参加希望回を黄金
井 倶 楽 部 ◯英 係（☎ ０４２ − ４０６ − ２２８ 
０akc_mshk@jcom.zaq.ne.jp）へ
●ジュニア水泳教室　d５月１３日〜
６月１０日の土曜日午後３時からb栗
山公園健康運動センターt小学校３
〜６年生s１８人（多数抽選）n８００
円m４月１７日（必着）までに、往復
はがきで住所・氏名・性別・年齢・
電話番号を体育協会水泳係（〒１８４
−０００１関野町１−１３−１）へi市水
泳協会・戸田（☎０４２−３２６−２０８７）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。

（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

■消費税インボイス制度説明会　d
免税事業者向け＝４月７日（金）午
後２時〜３時、２０日（木）午前１０時
〜１１時。課税事業者向け＝１１日（火）
午後２時～３時b武蔵野法人会館
（武蔵野市中町）s各回３０人m前日
までに、電話で武蔵野税務署（☎
０４２２−５３−１３１１）内線５１３へ
■令和５年度（第１期）子育て支援
員研修受講者募集　u保育や子育て
支援分野の事業に従事するうえで必
要な知識や技術等を得る養成研修
mHPを参照のうえ、都福祉保健局
（☎０３−5320−4121hhttps://ww 
w.fukushihoken.metro.tokyo.lg.

jp/kodomo/katei/kosodateshie
ninkensyuu01.html）へ
■緊急時にも役に立つ「東京消防庁
公式アプリ」をダウンロードしよう
u東京消防庁公式アプリは「学べ
る」「調べる」「遊べる」をコンセプ
トに多くの機能を備えた無料アプリ
です。消防や救急の情報だけでな
く、いざという時にも役立つ安全安
心情報ツールですi小金井消防署
（☎０４２−３８４−０１１９）

三宅島バードアイランド三宅島バードアイランド
フェスティバル2023フェスティバル2023

　毎年野鳥たちのさえずりでにぎわうこ
の季節に、バードアイランドフェスティ
バルを開催しています。期間中は、初め
ての人でもバードウォッチングを楽しめ
るイベントなどが盛りだくさん。バード
ウォッチングベストシーズンの三宅島に
足を運んでみませんか。
d４月２２日（土）〜５月２８日（日）
i三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館（☎０４９９４−６−
０４１０hhttp://www.wbsj.org/sanctuary/miyake/）

三宅島の鳥　アカコッコ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・4・1 10
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event
event

催
し

ス

ポ

ー

ツ

４
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

　

利
用
に
は
、
登
録
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所
等
生
涯
学
習

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
）、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
e
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
i
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
０４２

−

３８６

−

２
４
６
２
）

種目 ところ 曜日 時間 実施日

卓球 緑小 日 午後１時
〜４時

９・１６・
２３日

剣道 前原小 水 午後６時
〜９時

１２・１９・
２６日

バドミ
ントン 本町小 日 正午〜午

後３時
９・１６・
２３日

柔道 一　中 金 午後７時
〜９時

７・１４・
２１・２８日

学
芸
大
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
教

室
（
前
期
）

d
５
月
１１
日
～
６
月
２２
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
５
時
～
６
時
（
小
雨

決
行
。
予
備
日
＝
６
月
２９
日
、
７

月
６
日
、
１３
日
。
全
７
回
）
b
東

京
学
芸
大
学
サ
ッ
カ
ー
場
t
小
学

生
s
各
学
年
１６
人
（
多
数
抽
選
）

n
７
千
７００
円
（
保
険
代
等
）
m
４

月
１３
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず

れ
も
１
人
１
通
）
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
学
年
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号（
緊
急
連
絡
先
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
既
住
歴
を

明
記
し
、
市
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
」

へ
i
申
込
方
法
に
つ
い
て
＝
市
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
〒

１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
☎
０４２

−

３８６

−

２
４
６
２
ak0

2
0
2
9
9
@

ko
gan

ei-sh
i.jp

）、
教
室
に
つ

い
て
＝
東
京
学
芸
大
学
連
携
第
二

係
（
☎
０４２

−

３２９

−

７
１
１
９
）

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
・

土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
】

d
毎
月
第
１
土
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
（
１１
月
・
１
月
を

除
く
。
受
け
付
け
は
１１
時
ま
で
）

t
小
学
生
以
上

【
土
曜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

d
４
月
8
日
、
15
日
、
22
日
、
５

月
13
日
、
20
日
、
６
月
１7
日
、
２4

日
、
７
月
１5
日
、
９
月
9
日
、
30

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
※
受
け
付
け
は
１１

時
ま
で
u
▽
４
月
＝
キ
ッ
ズ
テ
ニ

ス
▽
５
月
・
９
月
＝
卓
球
▽
６
月

＝
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
▽
７
月
＝
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
t
小
・
中
学
生

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
総
合
体
育
館
大
体
育
室
k
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
y
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
等
e
運
動
の
で
き
る
服
装

で
。
用
具
は
会
場
に
あ
り
ま
す
m

当
日
直
接
会
場
へ
i
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
０４２

−

３８６

−

２
４
６
２
）

学
び
・
く
ら
し

市
民
講
座

【�

き
た
ま
ち
カ
フ
ェ
ー
認
知
症
を

予
防
し
よ
う（
４
月
～
６
月
）】

d
毎
月
第
１
月
曜
日
午
前
１０
時
～

正
午
b
公
民
館
貫
井
北
分
館
u
お

し
ゃ
べ
り
・
情
報
交
換
・
麻
雀
・

囲
碁
な
ど
m
当
日
直
接
会
場
へ
i

公
民
館
貫
井
北
分
館
（
☎
０４２

−

３８５

−
３
４
０
１
）

【�

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な
で

認
知
症
介
護
の
座
談
会
（
４
月

～
６
月
）】

d
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
１０
時
～

正
午
b
公
民
館
貫
井
北
分
館
s
各

回
８
人
（
申
込
順
）
m
開
催
日
前

日
ま
で
に
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は

同
館
窓
口
（
☎
０４２

−

３８５

−

３
４
０

１
ak0

2
0
4
1
5
@

b
z0

4
.p

lala.

o
r.jp

）
へ

成
人
学
校　
菜
園
教
室

d
５
月
１０
日
〜
令
和
６
年
３
月
６

日
の
毎
週
水
曜
日
原
則
午
前
１０
時

〜
正
午
（
自
主
活
動
あ
り
）
b
ふ

れ
あ
い
農
園
（
中
町
２

−

２２
）
k

泉
富
夫
さ
ん
（
農
業
研
究
家
）
t

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
全
日

程
参
加
で
き
る
方
s
２０
人
（
多
数

抽
選
）
n
６
千
円
程
度
（
肥
料
代

等
）
m
４
月
６
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
い
ず
れ
も
1
人
１
通
）
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
代

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
公
民
館

本
館
「
菜
園
教
室
係
」（
〒
１８４

−

０
０
０
４
本
町
２

−

１５

−

１１
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
８
４
ak0

2
0
4
9
9
 

@
ko

gan
ei-sh

i.jp

）
へ

青
年
学
級
「
み
ん
な
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
活
動
日
原
則
第
２
・
４
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
b
公
民
館
緑
分

館
ほ
か
u
学
習
・
野
外
活
動
な

ど
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
々
と

と
も
に
学
び
、
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
m
電
話
ま
た
は
公
民
館
本

館
窓
口
（
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
８

４
）
へ

小
金
井
道
草
市

旬
の
「
筍
」
が
大
集
合

　

春
の
お
花
、
小
金
井
産
野
菜
が

入
っ
た
豚
汁
、
逸
品
を
販
売
し
ま

す
。
み
ま
も
り
あ
い
ア
プ
リ
体
験

に
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
ち
か
ど
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

d
４
月
１５
日
（
土
）
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
b
貫
井
け
や
き
公
園

（
貫
井
南
町
４

−

１４
）
i
観
光
ま

ち
お
こ
し
協
会
（
☎
０４２

−

３１６

−

３

９
８
０
）

お
も
ち
ゃ
の
病
院
・

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

　

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
な
い
陶
磁
器
食
器
の
回

収
・
リ
ユ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

d
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
１０
時
～

正
午
（
８
月
を
除
く
）
n
１
件
１００

円
（
別
途
材
料
費
）

【
食
器
回
収
】

d
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
１０
時
～

写
真
ニ
ュ
ー
ス

写
真
ニ
ュ
ー
ス

　鋳造工場の溶解炉の煙突が
多くみられた埼玉県川口市を
舞台とした青春ドラマを上映
します。
d４月２２日（土）午前１０時か
ら、午後２時から（いずれも
３０分前開場）
b公民館貫井北分館
s各回４０人（当日先着順）
i公民館本館（☎０４２−３８３−
１１８４）

「キューポラのある街」
第554回　市民映画会

1962年
浦山桐郎監督
99分（ ）

障害者就労支援
センター勤続表彰式

　２月２５日に障害者就労支援センターの登
録者で、一般企業で３年、５年、１０年勤続
された方
の表彰式
を行いま
した。

紙おむつの寄贈を
受けました

　２月２４日ＤＳＧジャパン株式会社から、
社会貢献活動の一環として、本市の防災の
備え、保育所等における通常使用、または
乳幼児健診時等の配布等の目的として、紙
おむつ計７２０箱（５７,６００枚）の寄贈を受け
ました。
今後は目
的に沿っ
て活用し
ていきま
す。

都立農業高等学校との
連携事業が始まりました

　本市と都立農業高等学校との玉川上水・小金井
桜整備活用実施計画に関する連携協定に基づき、
名勝小金井（サクラ）を保護し後世に継承してい
く取り組みが始まりました。連携開始を記念し
て、２月９日、高校で育成した２本の記念樹の山
桜を生徒の手で
玉川上水に植樹
していただきま
した。今後も連
携強化を図って
いきます。

教育委員会
　　児童・生徒表彰式

　２月１０日に、他の模範となるような成績または
行為のあった市立小・中学校に在学する児童・生
徒等に対し、教
育委員会児童・
生徒表彰式が開
催され、２団体
・１３個人が表彰
されました。

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・4・111



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

小
金
井
あ
お
ば
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―8
ラメゾンブランシュ2-B
☎042―383―7149

内

銀行

けやき通り

小
金
井
街
道

消
内

内
視
内

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

和
田
ク
リ
ニッ
ク

内

本町1―6―2
メゾン・ド小金井112
☎042―381―1112

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

連雀通り

本町6―13―18
コスモスビル3F
☎042―316―3824

前原坂上交差点

農工大通り

南口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

小
金
井
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク

婦

梶野町5―11―5
パピスプラザ201
☎042―316―1661

北大通り

北口

けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園東
小
金
井
駅
前
眼
科

眼

三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221

武蔵小金井駅

北口

小
金
井
街
道

小 銀
行

貫井北町1―18―5
グリーンヒルズ小金井1F
☎042―321―8204

坂
元
歯
科
医
院

中央本線
電車庫

貫井北町
交差点

新
小
金
井
街
道

南
口
歯
科
医
院

中町4―4―26
☎042―381―1762

野川

自動車
　学校

幼稚園
薬師通り

小
金
井
街
道

霊園通り

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

休 日 診 療休 日 診 療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

休日歯科診療休日歯科診療
診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬局薬局 午前９時〜正午
午後１時〜５時

４
月
２
日（
日
）
４
月
９
日（
日
）

サエラ薬局武蔵小金井店

（ ）本町5−15−8ラメゾンブランシュ1階-A
☎︎０４２−３1６−184０

調剤薬局北なが

（ ）本町5−18−13
☎︎０４２−381−2906

みなみ調剤薬局
（ ）貫井南町5−20−15

☎︎０４２−381−7405
さくら薬局小金井本町店
（ ）本町1−5−6

☎042−386−2681

イサク薬局
（ ）桜町１−８−４

☎︎０４２−38０−5560

東
小
金
井
駅
前
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

小
ア

梶野町5―3―25―209
クリオ東小金井パークフロント
☎042―387―1030

北大通り

梶
野
通
り

梶野町
交差点

北口
東小金井駅

や
す
た
け
内
科
ク
リ
ニッ
ク

梶野町5―3―6―101
東小金井フラワーメディカルモール
☎042―388―8880

東小金井駅
北口

梶
野
通
り

内

ア

呼
内

小
金
井
　
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

小
金
井
　
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

　
　
　
市
内
先
行
受
付

　
　
　
市
内
先
行
受
付

ホ
ー
ル
の
響
き
シ
リ
ー
ズ

ホ
ー
ル
の
響
き
シ
リ
ー
ズ

M
y Favorite Songs

M
y Favorite Songs

　
　
　
　

−−

旅
す
る
映
画
音
楽

旅
す
る
映
画
音
楽

　

世
界
を
舞
台
に
し
た
映
画
音
楽

が
テ
ー
マ
の
贅
沢
な
コ
ン
サ
ー

ト
。
珠
玉
の
名
曲
を
た
っ
ぷ
り
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

d
８
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
開

演
b
同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
■
出
演

牧
山
純
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

西
村
由
紀
江
（
ピ
ア
ノ
）、
溝
口

肇
（
チ
ェ
ロ
）
t
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
s
３０
人
（
多
数
抽

選
）
n
一
般
３
千
円
、
２５
歳
以
下

席
２
千
円
e
▽
重
複
応
募
や
記
入

不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申
込

無
効
▽
一
般
発
売
日
は
４
月
１５
日

か
ら
で
す
▽
未
就
学
児
の
入
場
は

で
き
ま
せ
ん
m
４
月
１
日
～
７
日

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
公

演
名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数
（
１

人
４
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
（
市
内
在

勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
名
ま
た

は
学
校
名
）
を
明
記
し
、
小
金
井

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市
内
先
行
チ

ケ
ッ
ト
係
」（
〒
１８４

−

０
０
０
４

本
町
６

−

１４

−

４５
☎
０４２

−

３８０

−

８

０
９
９
）
へ

読
書
会
へ
の
誘
い

　

図
書
館
貫
井
北
分
室
で
は
、
趣

の
異
な
る
３
種
類
の
読
書
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。見
学
可
能
で
す
。

【�

ぬ
く
き
た
リ
ー
ブ
ル
（
紹
介
型

読
書
会
）】

u
テ
ー
マ
に
添
っ
た
本
を
紹
介
す

る
読
書
会
で
す

【�

ぬ
く
き
た
サ
ロ
ン
（
課
題
型
読

書
会
）】

u
課
題
図
書
を
参
加
者
が
、
じ
っ

く
り
と
読
ん
で
い
く
読
書
会
で
す

【�

ぬ
く
き
た
恋
活
読
書
会
（
出
会

型
読
書
会
）】

u
２０
～
３０
代
の
独
身
者
対
象
の
オ

ン
ラ
イ
ン
読
書
会
で
す

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

d
各
開
催
日
時
等
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
b
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
ぬ
く
き
た
恋
活
読
書
会
を
除

く
）
m
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
、
図
書
館
貫
井
北
分
室
（
☎

０４２

−

３８５

−

３
５
６
１
anukuiki 

ta-lib
@
kcd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）

へ図
書
館
か
よ
い
袋
を
配
布

　

図
書
館
に
来
館
し
た
方
に
、
１

人
１
枚
配
布
し
ま
す
。

b
図
書
館
本
館
・
各
分
室
t
市
内

在
住
の
小
学
校
１
年
生
e
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
i
図
書
館
本
館

（
☎
０４２

−
３８３

−

１
１
３
８
）

　この運動は、「こ＝こころをこめて、きん＝近所のひとたちと、ち
ゃん＝ちゃんとあいさつしよう！」を合言葉に、あいさつを通してお
互いが顔見知りになることで地域のつながりを深め、子どもたちや地
域の安全確保をめざす運動です。
　ぜひ、小金井を爽

さわ

やかなあいさつ飛び交う安全で安心なまちにする
ため、ご協力をお願いします。
　なお、新学期を迎え、子どもたちが安心して
登下校できるように、推進月間中は、市職員が
子どもたちの登下校時に合わせて、青色回転灯
装備車両によるパトロールを強化するほか、商
店会や市内の団体に協力を依頼し、運動を推進
します。
i地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−９８０６）

　市民の皆さんとの対話集会をオンラインで
行います。市政に対する率直なご意見等を、
市長にお聞かせください。
d４月1９日（水）午前１０時３０分～１１時３０分
bオンライン
s10人程度（申込順）
m４月１日～1７日に、市申込フォーム（htt
ps://logoform.jp/f/cn0
SI）で
i広報秘書課広聴係（☎０４２
−３８７−９８１８）

みんなのみんなの
タウンミーティングタウンミーティング

（オンライン）（オンライン）

市申し込みフォーム

特別養護老人ホーム
「（仮称）本町けやきの杜

もり
」入所者募集

　市内で４か所目となる特別養護老人ホ
ームが、８月に開設します。開設に当た
り、入所者を募集します。
【施設概要】
■施設名（仮称）本町けやきの杜

もり

■所在地本町４−７−１（地図）
■建物構造鉄筋コンクリート５階建て
■事業内容（利用者数）特別養護老人ホ
ーム（１０８人）、ショートステイ（１２人）、
認知症高齢者グループホーム（１８人）
■運営主体社会福祉法人七日会
【入所要件等】
　市介護老人福祉施設入所指針に基づき

入所審査を行います。
t原則、要介護度３〜５の方、特例要件
に該当する要介護度１・２の方
m入所申込書（介護福祉課、各地域包括
支援センター、市ホームページで配布）
に必要事項を明記し、郵送で「本町けや
きの杜開設準備室」（〒１８４−００１５貫井北
町３−４−８）へ
i本町けやきの杜

もり

開設準備室（☎０８０−
３７３０−１３４３、０８０−３７３０−１３２５）、市介護
福祉課介護保険係（市役所第二庁舎２階
☎０４２−３８７−９８２２）

東小金井→←国分寺

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道 ナ

ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
通
り

本町けやきの杜

東京学芸大学

ぬく井の杜

上の原通り

はなの木通り

北大通り

上水南
ジャブジャブ
公園

中央大附
中高 上水公園

小金井本町
住宅公園

玉川上水

武蔵小金井駅

４月は４月は
こきんちゃんあいさつ運動春季推進月間こきんちゃんあいさつ運動春季推進月間

完成イメージ図

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・4・1 12


